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１　国際ロータリー　2024-2025年度　ＲＩテーマ

国際ロータリー

2024～2025年度会長

ステファニーＡ．アーチック

ＲＩテーマ

ロータリーのマジック
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２　国際ロータリー　第2760地区　ガバナー方針

国際ロータリー

2024-2025年度ガバナー

吉川公章

地区方針

	

魅力あるクラブ　持続可能な奉仕活動　　成長するロータリー
～行動計画４つの優先事項にそって戦略計画を～
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９−２　会　計
３　会長報告

【活動方針】

１．ＲＩテーマと地区方針に沿って実践をしてまいります

２．ロータリーの公共イメージ向上に努めます 

３．創立 75 周年記念実行委員会の事業等の実施に全面的に協力してまいります

４．重要課題のひとつとして会員増強に取り組んでまいります

５．豊橋ローターアクトクラブ創立 50 周年記念事業等の実施に協力してまいります

６．地区補助金等を活用してタイ国ベンジャシリＲＣとの交流をはかります

７．松本南 RC との交流をはかります

８．ＲＦＦへの参加によりポリオ根絶に協力してまいります

９．「100 万ドルの食事」を実施しＲ財団への寄付をすすめてまいります

10．クラブ会員が、ＤＥＩ「多様性、公平さ、インクルージョン」を受容し、行動していける

　　ようその啓蒙につとめてまいります

【運営方針】

　・出席率が向上するような例会プログラムを企画します

　・会話が弾むような和みのある例会場となるよう工夫してまいります

　・ゲスト・ビジターへの心からの「おもてなし」に努めてまいります

　自らが会長を務める１年間はあっという間に過ぎ去りましたが、準備期間を含め約 2 年半年

に亘り、ロータリーにドップリ浸かり、ロータリーの勉強をさせて頂きました。年度初めに掲

げましたクラブテーマ、「活動方針」、「運営方針」について少し顧みますと、青木良浩幹事が司

令塔となり、役員、理事、各委員長の皆さんが、このクラブテーマ、「活動方針」、「運営方針」

に則り、素晴らしい事業を企画、実施してくれました。それは私にとって「感動」「感動」の連

続でした。

　2005 年２月 23 日にロータリーは創立 100 周年を迎えましたが、それ以降、つまり第２世紀に

入ったロータリーは、公共イメージの向上を重要視するような方向性を示しました。そんな中、

私達の年度は、創立 75 年目、つまりクラブが創立 75 周年を迎えるという大きな節目の前年度

であり、創立 75 周年記念事業が前倒しで始まり、創立 75 周年記念例会、祝賀会を残し、多く

の事業が私の 2024-25 年度に実施されました。

　私の掲げましたクラブテーマ「集い、学び、そして実践してこそロータリー」は、例会を「学

びの場」と考え、例会が、ロータリーの奉仕の理念の理解を深め、そして思いやりの心を育む

ための場所としていただけるよう、出席率が向上するような例会プログラムの企画、会話が弾

クラブテーマ

「集い、学び、そして実践してこそロータリー「集い、学び、そして実践してこそロータリー
　　　　　　～奉仕の受け手と喜びを分かち合おう～」　　　　　　～奉仕の受け手と喜びを分かち合おう～」

2024-25年度

豊橋ロータリークラブ

会長　　紅 林 友 昭
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むような和みのある例会場となる工夫、ゲスト・ビジターへの心からの「おもてなし」をと精

一杯努めましたが、皆様は例会でどうお感じになられたのでしょうか。例会場で皆さまのご理

解を深められたロータリーの奉仕の理念、育まれた思いやりの心を、実践に繋げて行動していっ

ていただけたなら嬉しい限りです。

　クラブ計画書の会長方針の最後の 1行に私の思いを込め「とにかく例会に出席し、奉仕を学び、

I Serve 奉仕の実践として行動していきましょう」と記しましたように、私の心の中では、今

でもロータリーは I Serve だと思っていますし、それはこれからも変わることはありません。

　さて、私の印象に残るいくつかの奉仕事業、クラブ行事に触れてみたいと思います。年度が

始まって間もなく、市内 52 小学校に於いて、創立 75 周年記念事業「ペットボトル回収大作戦」

が展開されました。集まったボトルキャプを受け取りに、いくつかの小学校に出向きました。

大勢の児童のいる前で挨拶をし、代表の児童から「世界の子供たちをポリオから救ってください」

と言って今にも破れそうなくらいキャップのいっぱい詰まったビニール袋を手渡してくれた時

の児童らの目はキラキラと輝いていました。それは「夢ギフト講演」でも同様のものを児童ら

から感じました。

　11 月には、27 年前の 1998 年からの当クラブの継続事業としての国際奉仕事業「タイ山岳民

族定住化支援」に参加いたしました。私としては４回目のタイ訪問でした。ミャンマー、ラオ

スとの国境近くの村、ラック・ペンディング村の小学校での教育支援金の贈呈式では、参加し

た会員から支援金や食器を受け取った児童たちの目はキラキラと輝いているように感じました。

　今年５月連休明けに、今度はタイから男子児童１名女子生徒１名、女性のペン先生が、プラ

ティープ博士が水先案内役となり、日本の最先端の農業の研修を受けに来豊しました。１週間

の滞在で、たまたま私の会社所有の戸建てのアパートで何日かを過ごしてもらいました。農業

研修の様子は写真で見ただけですが、どの写真からもタイの子らの真剣な眼差しを感じました。

　クラブテーマのサブテーマ「奉仕の受け手と喜びを分かち合おう」について、金品を与える

だけの奉仕では感じることの出来ない、奉仕を通じての「心の通った喜びの分かち合い」を、

先に記しました市内小学生や、タイの児童生徒たちと分かち合えた、そう感じた時、私は無上

の幸せを感じました。

　10 月 10 日の例会では、浜松ＲＣ（ＲＩ第 2620 地区 静岡第５グループ）原 道也 会長、加藤 

拓也 幹事、森川 真 前年度幹事の３名の訪問を受けました、これは静岡第５グループの「他分

区交流事業」としての訪問でしたが、訪問を受けた後、３月 30 日には浜松グランドホテルで開

催された静岡第５グループのＩＭ（インターシティ・、ミーティング）に、６月 17 日には、私

会長の紅林、青木幹事、今年度入会された後藤健会員の３名で浜松ＲＣの例会に出席をしまし

た。「運営方針」に示しました「ビジターへの心からの『おもてなし』」を相互にし合った形であっ

たと思います。

　今振り返りますと、本当に沢山の感動がありました。この1年を支えてくれた岡田直樹副会長、

青木良浩幹事はじめ理事会、アセンブリーメンバーの皆様、事務局の牧野栄子さん、ピアニス

トの平林智子さん、本当にお世話になりました。心より感謝申し上げます。

　そして豊橋ロータリークラブのすべての会員の皆様、一年間本当に有難うございました。
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４　地区委員およびクラブ役員、理事

【国際ロータリー第２７６０地区委員会】

パストガバナー　　　村井總一郎

地区諮問委員会		  委員		 村井總一郎

危機管理委員会		  委員		 髙山　景一

ロータリー財団監査委員会	 副委員長	 佐々木利政

国際奉仕委員会		  委員		 岩瀬　　清

インターアクト委員会		  委員		 植村　忠慶

ローターアクト委員会		  副委員長	 柳原　　茂

学友委員会		  委員		 髙山　景一

ロータリー財団委員会		  委員長	 髙山　景一

補助金委員会		  委員		 久保田充三

米山記念奨学委員会		  委員		 伊藤　健一

ＲＦＦ実行委員会		  副委員長	 佐々木利政

ＲＦＦ実行委員会		  委員		 髙山　景一

【役員及び理事】

役員・会長	 紅林　友昭		  理事・職業奉仕委員長	 中根　研一

役員・副会長	 岡田　直樹		  理事・社会奉仕委員長	 伊藤　恭三

役員・幹事	 青木　良浩		  理事・国際奉仕委員長	 笠原　元樹

理事・副幹事	 山本　貴浩		  理事・青少年奉仕委員長	 金子　幸義

役員・会計	 大塩啓太郎		  役員・会長エレクト	 井川　和英

役員・Ｓ．Ａ．Ａ．	 髙須　博久		  役員・直前会長		  福井　　敬
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５　2024-25年度クラブ委員会構成

委員会 委員長 副委員長・補佐 委　　　員

クラブ戦略 松坂良太 池田　至 紅林友昭 井川和英 青木良浩 山本貴浩

会計 大塩啓太郎 内山典弘 　 　 　 　

＜Ｓ .Ａ .Ａ .＞ 髙須博久 高橋豊彦 　 　 　

山口耕平

ニコニコ 松岡真由美 （日野恵里加） 宮田正人 石黒　功 三木隆治 佐々木利政

松坂良太 近藤　眞 石川昌義 井口貴嗣

河村　修

クラブ運営 小笠原貴洋 豊田正博 瀧﨑裕司 荒島一実 岩瀬　清 山口尚志

（近藤　崇） （池田勝年） （平林邦幸） （浦野文博） 中村勝彦

河合珠美 桃井直人 辰田拓也 上村哲司 清田利也

　 二村和男 岩ヶ谷光晴 後藤　健 小川貴弘

　 村田好章 若原昭浩 水戸　学 西根祐一

久米友希絵 平松和洋

（ソンググループ代表・副代表） 山本光伸 佐藤裕彦 神野紀郎 渡部茂久 宮田正人 権田隆実

福井　敬 松井孝悦 川村荒治 久保田充三

（宮本順子） 河合珠美 （日野恵里加）

< 会長エレクト > 井川和英 　 　 　 　 　

会員増強 小林大悟 井上泰宏 神野紀郎 野寄誠三 　 　

会員選考・分類 牧野　渉 冨田佳央 小田公平 川村荒治

Ｒ情報 ･ラーニング 佐藤裕彦
（ラーニング・ファシリテーター）

三浦裕司 村井總一郎 伊藤晴康

＜クラブ奉仕＞ 岡田直樹 瀧﨑裕司 　 　 　 　

出席 長濱貴彦 兼子直久 神谷君和 河合勝男

クラブ会報 中田昌宏 （前田英範） 柳原伸行 （小林敏博）

竹内裕二

親睦活動 山本勘司 井口貴嗣 山本光伸 瀧﨑裕司 荒島一実 （池田勝年）

河村　修 （浦野文博） 中村勝彦 豊田正博 （近藤　崇）

（平林邦幸） 河合珠美 桃井直人 辰田拓也 上村哲司

　 清田利也 二村和男 岩ヶ谷光晴 後藤　健

　 小川貴弘 村田好章 若原昭浩 水戸　学

　 西根祐一 久米友希絵 平松和洋

雑誌 中村典司 長屋麻衣子 黒谷尚弘 高橋譲二 岡村正造 山口　進

公共イメージ向上 浅倉伸治 伊藤健一 村雲　晃 　

＜プログラム＞ 山本貴浩 杉田　洋 宮田正人 　 　 　

＜職業奉仕＞ 中根研一 江﨑雅彰 杉江秀介 花田邦司 神野吾郎 　

＜社会奉仕＞ 伊藤恭三 西島　豊 長屋孝美 権田隆実 山田享司 高橋豊彦

岩瀬　清 山口耕平 伊藤健一 柳原　茂

＜国際奉仕＞ 笠原元樹 植村忠慶 福井恒雄 森田通夫 磯村武司

＜青少年奉仕＞ 金子幸義 IA/RA 委員長 松井章悟 福井一裕

インターアクト 久保田充三 深見博士 渡部茂久 西田元彦 長屋麻衣子 　

ローターアクト 疋田　涼 （宮本順子） 鈴木邦夫 青木公貞 髙山景一 松井孝悦

江﨑雅彰

＜ロータリー財団＞ 福井　敬 縣　政行 吉見本弘 柴田宏巳

＜米山奨学＞ （松井和彦） 鈴木良昌 広中　一

＜創立 75周年記念実行委員会＞ 佐々木利政 佐藤裕彦 57 頁、58 頁を参照ください

会　　長	 紅 林 友 昭 	 副会長（クラブ奉仕委員長）	岡 田 直 樹
幹　　事	 青 木 良 浩 	 会長エレクト	 井 川 和 英
	 	 直前会長	 福 井 　 敬
アクションプランチャンピオン	松 坂 良 太
（行動計画推進リーダー）
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６　収支決算及び財産目録
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ご了承ください
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64,835

1,967,884

396,943

317,443

117,859

22,,886644,,996644

5,401,204

4,415,747

3,134,220

4,553,270

22,478,943

708,922

11,115,068

5511,,880077,,337744
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７　クラブ行事及び会合報告

１　地区関係

（１）　ガバナー補佐訪問（2024 年 8 月 1 日）

　　　第２回アッセンブリー　　13：40 ～ 15：10

　　　会長挨拶、ガバナー補佐挨拶、各委員長より事業計画の報告

（２）　ガバナー公式訪問（豊橋北ＲＣ合同）例会（2024 年 8 月 22 日）

　　　ホスト　　　　　　豊橋ＲＣ

　　　会長・幹事懇談会　11：30 ～ 12：10　ホテルアークリッシュ豊橋　グリーンルーム

　　　例会　　　　　　　12：30 ～ 13：30　ホテルアークリッシュ豊橋　ザ・グレイス

２　クラブ関係

（１）　年次総会（2024 年 12 月 5 日）

　　　　次年度理事５名選出、後日理事及び役員の職務分担を決定しました。

　　　　　会　　　　　長（役員）	 井 川 和 英

　　　　　副　　会　　長（役員）	 江 﨑 雅 彰

　　　　　幹　　　　　事（役員）	 山 本 貴 浩

　　　　　副　　幹　　事（理事）	 岩 瀬 　 清

　　　　　Ｓ.　Ａ .　Ａ .（役員）	 冨 田 佳 央

　　　　　会　　　　　計（役員）	 河村　　修

　　　　　職業奉仕担当（理事）	 豊 田 正 博

　　　　　社会奉仕担当（理事）	 野 寄 誠 三

　　　　　国際奉仕担当（理事）	 植 村 忠 慶

　　　　　青少年奉仕担当（理事）	 疋 田 　 涼

　　　　　会長エレクト（役員）	 近 藤 　 眞

　　　　　直 前 会 長（役員）	 紅 林 友 昭
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（２）　理　事　会

回 月　日 場　　所 議　　　　　題

予備第１回
2023 年
12 月 7 日

みなと
理事・役員の役職分担について、新設委員
会の設置・理事同格者の承認

予備第２回
2024 年
2 月 15 日

ホテルアークリッシュ豊橋
委員会委員長構成について、概算予算、
年間プログラム、クラブ計画書について他

予備第３回 3月 14 日 ホテルアークリッシュ豊橋
会長方針発表、事業計画について、
年間プログラム、クラブ運営について他

予備第４回 4月 11 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラムについて、委員会委員発表、
委員会構成、クラブ運営、事業計画、予算
について他

予備第５回 5月 16 日 ホテルアークリッシュ豊橋
委員会構成、クラブ運営、事業計画、
プログラムについて、予算について他

臨時予備理事会 6月 17 日 持ち回り 予算、ブログラムについて

定例第１回 7月 4日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 7月 4日 持ち回り 新会員候補者の件

定例第２回 8月 8日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第３回 9月 5日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 9月 6日 持ち回り
クラブ行動計画推進リーダー (クラブアク
ションプランチャンピオン )選任の件

定例第４回 10 月 3 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 10 月 21 日 持ち回り 新会員候補者の件

定例第５回 11 月 7 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第６回 12 月 5 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、年末家族会について、
各委員会事業について他

定例第７回
2025 年
1 月 9 日

ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第８回 2月 6日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第９回 3月 6日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
春の家族会について他

臨時理事会 6月 18 日 持ち回り 新会員候補者の件

定例第 10 回 4 月 3 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について

定例第 11 回 5 月 7 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について他

定例第 12 回 6 月 5 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 7月 18 日 げん屋 決算
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（３）　クラブ協議会（クラブアッセンブリー）

回 月　日 場　　所 議　　　　　題

予備第１回
2024 年
3 月 14 日

ホテルアークリッシュ豊橋
ＲＩ、地区、クラブテーマについて、
委員会構成、クラブ計画書作成について他

予備第２回 4月 7日 謝謝
プログラム、クラブ運営について、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

予備第３回 6月 6日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

定例第１回 7月 11 日 ホテルアークリッシュ豊橋
例会運営、プログラムについて、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

定例第２回 8月 1日 ホテルアークリッシュ豊橋
ガバナー補佐訪問、
各委員会より事業計画発表

定例第３回
2025 年
2 月 13 日

ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告発表と今後の予定他

定例第４回 6月 5日 ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告発表

新旧引継 6月 5日 ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告、引継ぎ
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回 月　日 テ　　ー　　マ リーダー アドバイザー

第 1回
2024 年
7 月 25 日

クラブ奉仕： 魅力ある例会運営をしよう
岡田直樹
 クラブ奉仕委員長

－

第 2回 9月 26 日 社会奉仕：
一人ひとりが実践する社会
奉仕活動に向けて

伊藤恭三
 社会奉仕委員長

松井孝悦会員

第 3回
2025 年
1 月 23 日

職業奉仕：
会員同士が集い学ぶ !!
～一人ひとりが実践する職業
奉仕～

中根研一
 職業奉仕副委員長

松坂良太会員

第 4回 2月 27 日 国際奉仕：
会員同士が集い学ぶ !! ～国
際奉仕を考えよう～

笠原元樹
 国際奉仕委員長

髙山景一会員

第 5回 5月 22 日 青少年奉仕：
会員同士が集い学ぶ !!
～青少年奉仕について考え
よう～

金子幸義
 青少年奉仕委員長

冨田佳央会員

（５）　家庭集会

	 詳細はロータリー情報・研修委員会報告を参照

（６）　会員・家族親睦会　（詳細は親睦活動委員会報告を参照）

	 ○年末家族会	 2024 年 12 月 12 日（木）	 古澤巌×ベルリン・フィルハーモニックストリングス

	 ○ファミリーデイ	2025 年 ３月 13 日（木）	 水越海翔氏

	 ○春の家族会	 2025 年 ５月 18 日（日）	 箱根富士屋ホテル・米山梅吉記念館

	 ○最終例会	 2025 年 ６月 19 日（木）	 紅林会長他

（７）　ＲＩ、地区行事

（４）　クラブフォーラム

　　　　　５回開催（詳細は委員会報告を参照）

行　　事　　名 開　催　日 ホストクラブ 場　　　　所 参加人数

インターアクトクラブ
年次大会

2024 年 7 月 15 日 豊橋東ＲＣ アイプラザ豊橋 ６名

地　区　大　会
2024 年 11 月 9 日、

10 日
春日井ＲＣ 名古屋国際会議場他 50 名

ＲＹＬＡセミナー① 2025 年 3 月 1 日 地区 RYLA 委員会 オンライン ３名

ＲＹＬＡセミナー②
2025 年 3 月 29 日、

30 日
地区 RYLA 委員会 豊田市福祉センター ３名

インターシティー・
ミーティング

2025 年 3 月 8 日 田原ＲＣ ホテルアークリッシュ豊橋 29 名

次年度のための
地区研修・協議会

2025 年 4 月 20 日 豊田三好ＲＣ 名古屋マリオットアソシアホテル 36 名

Ｒ　Ｆ　Ｆ
2025 年 5 月 10 日、

11 日
地区 RFF 委員会 栄 久屋大通公園 多数

ローターアクト
年次大会

2025 年 4 月 12 日 豊橋ＲＡＣ 豊橋市公会堂 10 名

国　際　大　会
2025 年 6 月 21 日

～ 25 日
ＲＩ カルガリー ３名
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（８）　クラブ関連行事

行　　事　　名 開　催　日 場　　　所 参加人数

地区ローターアクトクラブ強化研修 2024 年 7 月 7 日 豊橋市民センター ２名

クラブ活性化セミナー 2024 年 7 月 12 日
TKP ガーディンシティ PREMIUM
名駅西口

２名

米山奨学生交流会 2024 年 7 月 13 日 The Y's Café １名

会員増強セミナー PART1 2024 年 8 月 1 日 名鉄グランドホテル １名

ロータリー財団セミナー 2024 年 8 月 2 日 名古屋東急ホテル ４名

RLI 会長エレクト研修パートⅠ 2024 年 8 月 25 日 ウインクあいち １名

公共イメージ向上委員長会議 2024 年 9 月 9 日 名古屋東急ホテル １名

危機管理セミナー 2024 年 9 月 20 日 Zoom ６名

クラブ米山奨学委員長会議 2024 年 9 月 24 日 ホテルメルパルク名古屋 ３名

クラブ青少年奉仕委員長会議 2024 年 9 月 26 日 名古屋マリオットアソシアホテル ２名

RLI 会長エレクト研修パートⅡ 2024 年 9 月 29 日 ANA クラウンプラザホテル １名

カウンセラー研修会 2024 年 10 月 18 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

クラブ職業奉仕委員長会議 2024 年 10 月 23 日 刈谷市産業振興センター １名

RLI 会長エレクト研修パートⅢ 2024 年 10 月 27 日 ウインクあいち １名

秋季米山奨学生学友合同研修会 2024 年 11 月 16 日 熱田神宮 ２名

会員増強セミナー PART Ⅱ 2024 年 11 月 22 日 ホテルアークリッシュ豊橋 ２名

クラブ社会奉仕委員長会議 2024 年 11 月 26 日 ホテルメルパルク名古屋 １名

米山奨学生学友合同忘年会 2024 年 12 月 7 日 ホテルメルパルク名古屋 ３名

ロータリー財団補助金管理セミナー 2025 年 2 月 3 日 名古屋東急ホテル ６名

名古屋 RC 創立 100 周年記念式典 2025 年 2 月 4 日 名古屋観光ホテル ２名

クラブ社会奉仕委員長会議 2025 年 2 月 10 日 ウインクあいち １名

DEI 推進フォーラム 2025 年 2 月 13 日 Zoom ２名

クラブ国際奉仕委員長会議 2025 年 2 月 19 日 名古屋マリオットアソシアホテル ２名

米山奨学期間修了者歓送会 2025 年 3 月 8 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

クラブ青少年奉仕関連委員長会議 2025 年 3 月 11 日 名古屋マリオットアソシアホテル ３名

豊橋 RAC 創立 50 周年記念式典 2025 年 3 月 15 日 豊橋商工会議所 19 名

会長エレクトラーニングセミナー 2025 年 3 月 16 日 名古屋観光ホテル １名

米山奨学生オリエンテーション 2025 年 4 月 10 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

朝倉川育水フォーラム 530 大会 2025 年 4 月 19 日 朝倉川 11 名

次年度東三河分区会長幹事会 2025 年 4 月 28 日 ホテルアソシア豊橋 ２名

東三河分区親睦ゴルフ大会 2025 年 4 月 14 日 東海カントリークラブ 13 名

東三河分区会長幹事会 2025 年 6 月 4 日 ホテルアークリッシュ豊橋 ２名

地区役員会長幹事懇談会 2025 年 6 月 14 日 ANA クラウンプラザホテル ３名
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（９）例　　会　

2024 年７月～ 12 月例会プログラム（前半）

月 日 例会数 通算例会数 プログラム 担当委員会 スピーカー 行事

7

4 1 3590 会長・幹事・副会長・S.A.A.・会計挨拶 理事会 紅林友昭会長他

11 2 3591 奉仕委員長・副幹事挨拶 理事会 中根研一委員長他

18 3 3592 ローターアクトアワー ローターアクト 疋田　涼委員長他

25 4 3593 クラブ・フォーラム「クラブ奉仕」 Ｒ情報・
クラブ奉仕

リーダー
岡田直樹委員長

8

1 5 3594 ガバナー補佐訪問 理事会 安田幸雄ガバナー補佐 ＊会員増強・新クラブ結成
　推進月間

8 6 3595 創立記念例会 プログラム 村井總一郎会員他 8/10 創立記念日

15 　 　 休会 　 　

22 7 3596 ガバナー公式訪問（豊橋北ＲＣと合同） 理事会 吉川公章ガバナー 　

29 休会（台風接近のため） 　

9

5 8 3597 ロータリーの友と　私と　ひとり言 雑誌 村井總一郎会員 ＊基本的教育と識字率向上
　月間

12 9 3598 私が実践する社会奉仕活動とは 社会奉仕 青戸慎司氏 ＊ロータリーの友月間　

19 休会

26 10 3599 クラブ・フォーラム「社会奉仕」（夜間） R情報・
社会奉仕

リーダー
伊藤恭三委員長

10

3 11 3600 米山月間にちなんで 米山奨学 ブレンテグシ　エンフバ
ヤスガラン君

＊米山月間

10 12 3601 豊橋市特産次郎柿を世界の「JIRO」へ プログラム 尾崎文彦氏 ＊経済と地域社会の発展
　月間

17 休会

24 13 3602 結婚記念祝例会 ニコニコ 松田松枝氏

31 14 3603 周年史から読み解く豊橋ＲＣの神髄 Ｒ情報・
ラーニング

佐藤裕彦委員長他 　

11

7 15 3604 ロータリー財団を学ぼう ロータリー財団 福井　敬委員長 ＊ロータリー財団月間

14 16 3605 スマートフォン「ながらスマホ」の危険
性の実験検証

プログラム 小塚一宏氏 地区大会（11/9,10
名古屋国際会議場他）

21 17 3606 ＴＥＣ報告会＜ＲＣＣ＞（夜間） 社会奉仕 伊藤恭三委員長

28 休会 世界インターアクト週間
（11 月 5 日を含む 1週間）

12

5 18 3607 年次総会、タイ国訪問報告会 理事会・
国際奉仕

河合勝男会員
植村忠慶会員

＊疾病予防と治療月間

12 19 3608 年末家族会（夜間） 親睦活動 古澤　巌氏、ベルリン・
フィルハーモニックスト
リングス

19 20 3609 2025 年を見越した金融環境 プログラム 香川伸一氏

26 　 　 休会 　 　
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2025 年１月～６月例会プログラム（後半）

月 日 例会数 通算例会数 プログラム 担当委員会 スピーカー 行事

1

2 休会 ＊職業奉仕月間

9 21 3610 新春特別例会 理事会・
プログラム

弾家喜苦氏
弾家うさぎ氏

16 22 3611 老舗企業の経営に学ぶ職業奉仕の極意とは 職業奉仕 久乗　哲氏

23 23 3612 クラブ・フォーラム「職業奉仕」（夜間） Ｒ情報・
職業奉仕

リーダー
中根研一委員長

30 24 3613 年男・年女放談① プログラム 松井章悟会員
松岡真由美会員
冨田佳央会員

2

6 25 3614 年男放談会② プログラム 荒島一実会員
伊藤健一会員
山本勘司会員

＊平和と紛争予防／紛争
　解決月間

13 26 3615 インターアクト卒業生を送る会 インターアクト 久保田充三委員長他

20 27 3616 国内でできるロータリークラブ国際奉仕
活動

国際奉仕 筒井　健氏 ロータリー創立記念日
（1905 年 2 月 23 日）

27 28 3617 クラブ・フォーラム「国際奉仕」（夜間） Ｒ情報・
国際奉仕

リーダー
笠原元樹委員長

世界理解と平和の日
（2/23）

3

6 29 3618 地区出向者報告 プログラム 柳原　茂会員
伊藤健一会員
岩瀬　清会員
髙山景一会員

＊水と衛生月間

13 30 3619 ファミリーデイ 親睦活動 水越海翔氏 東三河分区 IM
（3/8 ホスト：田原 RC）

20 休会 　

27 31 3620 創立 75 周年記念事業「夢ギフト講演」
を振り返り

プログラム 鈴木　愛氏
松河由美子氏他

　

4

3 32 3621 ４つの優先事項に沿った公共イメージ向
上について

公共イメージ
向上

古市晃久氏 ＊母子の健康月間

10 33 3622 村井弦斎の「食文化」を活かした豊橋・
東三河のまちづくり

プログラム 伊藤篤哉氏 地区研修・協議会 (4/20)

17 34 3623 中高一貫教育と国際的な教育プログラムの
導入

プログラム 寺田安孝氏 　

24 35 3624 やさしい日本語のお薦め～いい人材が辞
めなくなりました！～

プログラム 室井敬子氏

5

1 　 　 休会 　 　 ＊青少年奉仕月間

8 36 3625 「豊橋・京都・パリ」－いち団塊世代の
歩み

プログラム 島本　浣氏

15 37 3626 豊橋 RAC 創立 50 周年記念事業・式典報告 青少年奉仕 片山梨子 RAC 会長他

22 38 3627 クラブ・フォーラム「青少年奉仕」 R情報・
青少年奉仕

金子幸義委員長他

29 休会

6

5 39 3628 イニシエーションスピーチ プログラム 桃井直人会員
竹内裕二会員
辰田拓也会員

＊ロータリー親睦活動月間
　

12 40 3629 東三河の今後のあるべき姿は プログラム 江口幸雄氏

19 41 3630 最終例会、会員懇親会（夜間） 理事会・
親睦活動

紅林友昭会長他 6/20 ～ 24　国際大会
カナダ・カルガリー

26 　 　 休会 　 　
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８　クラブ概況報告
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９−１　クラブ戦略委員会

委 員 長　　　松 坂 良 太

副委員長　　　池 田 　 至

委　　員　　　紅 林 友 昭　　井 川 和 英　　青 木 良 浩　　山 本 貴 浩

【活動報告】
委員会の基本方針を「当クラブの現状を分析し、75 周年から 80 周年にわたる期間の当

クラブの方向性を検討します。」としました。

委員会として、75 周年の各種事業を取り上げたり関わることはできませんでした。

委員会を下記のように行いました。

　第１回　８月２日（金曜日）

　第２回　11 月 22 日（金曜日）

　両回とも「クラブ３年計画」の確認見直しをして、クラブに対しこれを現状に

合わせた内容に修正を求めることとしました。

【委員長所感】
　年当初に行われた『クラブ活性化セミナー』においてネットに掲載されている「ク

ラブ３年計画」が一つの指針になると気づかされましたので、当クラブの３年計画を

確認したところ、現状とのずれがありましたのでこれについて検討しましたが、現状

を反映させるところまではできませんでした。

　次年度においては、これを現状をあらわすものにしていただきたいと願います。

　戦略委員会で検討したことを、拡大委員会を開催して伝えたり意見を求めるつもり

でしたが、これを行うことはできませんでした。

　当クラブは安定した運営ができていると考えます。

　80 周年に向け、伝統を重んじながらも新たな取り組みを行い、さらに活発なクラブ

を目指すべきと考えます。
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９−２　会　計９−２　幹　事

幹　　事　　　青 木 良 浩

【活動報告】
　本年度の活動は、紅林会長が掲げられたクラブテーマ『集い、学び、そして実践し

てこそロータリー～奉仕の受け手と喜びを分かち合おう』、吉川公章ガバナーが提唱し

た地区方針『魅力あるクラブ 持続可能な奉仕活動　成長するロータリー～行動計画　

４つの優先事項に沿って戦略計画を』に沿って、クラブ創立 75 周年を翌年に控えた各

種記念事業をメンバー全員が積極的に関わる、「手作り」の豊橋ロータリーらしい形で

行われました。

　今年は例年と異なり、ガバナー補佐訪問が８月１日・ガバナー公式訪問が８月 22 日

に行われました。また、毎年恒例の松本南ＲＣとの親睦ゴルフを富士宮市で開催しま

した。

　75 周年の記念事業は、８月の牛川の渡船の案内看板設置と・ＡＥＤ機器の寄付に始

まり、10 月からは夏休みから集め始めた市内小学校でのエコキャップ回収活動のお礼

として、全 52 の小学校で「夢ギフト講演」を開催し、小学校の児童とともに多数のロー

タリアンに聴講していただきました。

　また、外部団体と連携した社会奉仕活動として、９月 14・15 日には、今年創立 50

周年を迎える豊橋ＲＡＣとの共催し、表浜の海岸清掃を行いました。朝倉川育水フォー

ラムと連携して 11 月９日には沿岸の樹木の選定を行う「メンテナンス大会」４月 19

日には川の清掃を行う「５３０大会」に参加いたしました。ＴＥＣへの支援も 11 月 28

日に例年通り行い、取り組んでおられる先生方に活動報告をしていただきました。

　タイ国ベンジャシリＲＣと連携して長年継続している山岳民族定住化支援事業を、

今年は 11 月 14 ～ 18 日にかけて現地を訪問し、地区補助金を活用し提供した、自動灌

水システムの使用方法と鶏舎活用方法の指導を行ってまいりました。また、ラックペ

ンディング村で農業に携わる人材の育成を技術面で支援するため、プラティープ博士

をはじめ５人の方々に豊橋へ５月 11 日から 17 日に来ていただき、農業研修を行いま

した。５人の皆さんには、５月 15 日の例会にもお越しいただきました。

　３月 15 日には豊橋ＲＡＣ 50 周年記念式典が開かれ、紅林会長をはじめ 20 名の会員

の方々が参加されました。

　各活動について、幹事として事前の準備・連絡・皆様への協力の依頼に努めました。

【幹事所感】
　理事会・アセンブリーメンバー・そして各会員の皆様には、不出来な幹事に多数の

ご助言・励ましをいただきました。そのおかげで、プレ 75 周年の記念事業を始め数多

くの心に残る活動を豊橋ＲＣとして行うことができました。また、事務局の牧野栄子

さんには何かと急なお願いをすることが多かったにもかかわらず、早く正確に応えて

いただきました。

　皆さまのご協力のお陰で幹事の務めを大過なく果たせたことに、改めて深く感謝申

し上げます。
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９−３　会　計

会　　計　　　大塩啓太郎

補　　佐　　　内 山 典 弘

【活動報告】
　本年度クラブテーマ「集い、学び、そして実践してこそロータリー～奉仕の受け手

と喜びを分かち合おう～」のクラブターゲットに基づき、会員の皆様にとって充実し

たロータリー活動ができるよう一年間、務めてまいりました。前年度までの傾向を基に、

各事業が十分に目的を達成できるよう予算配分を行いました。

　アフターコロナにおける経済環境が大きく変わる中、トランプ 2.0 も背景とした円

安の継続、諸物価の高騰、会場関係費の上昇などがありましたが、昨年度の会費の見

直しがあった事と各事業について各委員長と役員の方々の予算執行がしっかりしてい

たこともあり、最終的に時期繰越金として 280 万円ほどを計上することができました。

　なお、決算の詳細な報告につきましては、別に掲載しました「収支決算及び財産報告」

および「財産目録」をご覧ください。

【会計所感】
　本年度、伝統と格式ある豊橋ロータリークラブで会計を務めることができましたこ

と、紅林会長そして青木幹事のおかげと大変感謝しております。この１年間、紅林会

長のロータリーに対する幅広い知見と熱い思い、それをベースにした新たなロータリー

像をクラブテーマに沿って実現していくことを念頭に置いて予算執行に努めました。

１年間の金銭の入り繰りを見続けることによって、クラブが成し遂げた事業に対する

思いの何を大切にしているか、また、どう将来に向かっていくのかを垣間見ることが

できたとも思っております。最後のアッセンブリで、紅林会長の熱き思いが溢れ出て

きたことは、自分のロータリー活動での忘れられない想い出の一ページともなりまし

た。

　なお、昨年度に会費を上げて頂いたことが厳しい予算達成へのバックアップとなり、

また各委員長が予算執行に工夫を凝らして頂けたことも大きく影響して、時期繰越金

を予算計画比 100 万円以上も上乗せをすることができました。

　75 周年事業については私自身が記念事業部会の責任者となっていたこともあり、毎

回の実行委員会の出席や夢ギフト講演の参加手伝いなどで「会員皆参加」を実践する

ことができました。事業は継続しておりますので、次年度も引き続き見守っていきた

いと思います。

　最後に会長・幹事をはじめ、理事・委員長の皆様、会員各位、そして何よりも予算

執行においては多大な協力を頂戴しました事務局の牧野さんに心からの感謝をお伝え

いたします。

　本当にありがとうございました。
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９−２　会　計９−４　Ｓ．Ａ．Ａ．

Ｓ .Ａ .Ａ .　　　髙 須 博 久

補　　佐	 高 橋 豊 彦　　山 口 耕 平

【活動報告】
　紅林会長のクラブテーマ「集い、学び、そして実践してこそロータリー～奉仕の受

け手と喜びを分かち合おう～」のもと、規律正しい中にも爽やかで和やかな例会を心

がけてまいりました。「グッドミール」「グッドスピーチ」「グッドアトモスフィア」を

楽しんでいただけましたでしょうか。

　会場のレイアウトの変更により、会員席から見て卓話者とスクリーンが同じ方向と

なり、話が聞きやすくなりました。

　また、100 万ドルの食事を２回実施しロータリー財団に寄付をしました。

　クラブ運営委員会には毎回の例会準備に真摯に取り組んでいただきとても助かりま

した。ニコニコ委員会には会員のお慶び情報を収集し、ユーモアをもって発表してい

ただき和やかな雰囲気を作っていただきました。ソンググループの皆様には季節の歌

を工夫していただき心がほっこりしました。テーブルマスターの皆様にもご協力を頂

きありがとうございました。

【Ｓ．Ａ．Ａ．所感】
　本年は創立 75 周年記念事業に協力しながら進めた１年間でした。「集いて図る心は

ひとつ」をメインテーマに会員が多くの事業に参加しました。ポリオ根絶キャンペー

ンに取り組み、紅林会長年度のテーマにも相応しい夢ギフト講演につながっていきま

した。小学校からは来年もやってほしいと言われました。奉仕の受け手と喜びを分か

ち合えました。

　豊橋ローターアクトクラブ創立 50 周年も立派に終えることができました。ありがと

うございました。

　ビジターから「司会がなくても例会が予定通り進行するのには驚きました。」と言わ

れました。

　二度目のＳ.Ａ.Ａ.でしたが至らなかったところも多かったと反省しています。「例

会に出席したら元気が出た」と感じていただけたら望外の喜びです。
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９−５　会長エレクト

会長エレクト　　　井 川 和 英

【活動報告】
　この一年間、会長エレクトとして理事会運営・諸事業、特に 75 周年事業企画に参加

し多くを学ばせていただきました。また、下記の３委員会を担当しました。

各委員会の活動内容は、委員会活動報告をご覧ください。

　　会員増強委員会　　　　　　　　　　委員長　　小林大悟

　　会員選考・分類委員会　　　　　　　委員長　　牧野　渉

　　ロータリー情報・ラーニング委員会　委員長　　佐藤裕彦

【所感】
　細部にわたる気遣い、工夫した例会場等、知恵・知識が感じられました。

　失礼の無いよう幹事・理事会・会員の皆様のお力添えをいただきながら自分なりに

次年度を運営してまいります。

　また、創立 75 周年の諸事業における貢献度は高い評価を受けていると考えます。

　創立 75 周年記念式典例会を実行委員と共に行ってまいります。
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９−２　会　計９−５-１　会員増強委員会

委 員 長　　　小 林 大 悟

副委員長　　　井 上 泰 宏

委　　員　　　神 野 紀 郎　　野 寄 誠 三

【活動報告】
　創立 75 周年にあたり、ますます共に活動するメンバーを増やすべく、委員会一丸と

なって活動してまいりました。会員の皆様から情報を募り、頂戴した情報をもとに、

新会員候補者の方々へのアプローチをさせて頂きました。皆様のご尽力の結果、12 名

の新たな会員を迎え入れることができました。

　また、職場の環境等から今年度は入会に至らなかったものの、前向きに検討して下

さっている候補者の方もいらっしゃったので、候補者毎に窓口となる「担当」を決め

て次年度へと引き継いでまいります。

【委員長所感】
　委員会内での伝手を辿っての増強には限界があったため、広く会員の皆様に新会員

候補者に関する情報のご提供をお願いしました。その結果、多くの候補者の方をご推

薦頂き、私自身もお会いしてお話をさせて頂きました。豊橋ロータリークラブの魅力

を候補者の方々に伝える過程で、私自身、当クラブの魅力を再発見することができま

した。

　また、増強委員は年度毎に代わりますが、会員増強は脈々と続くものであることを

実感しました。継続的なアプローチをすべく、候補者の方にはご縁のある会員に「担当」

となって頂くことにしました。「担当」が窓口となり、定期的に候補者の方にアクセス

をすることで、当クラブが真剣に入会を勧めていることを示し、スムーズな入会へと

導いていきたいと考えています。

　次年度以降も、一会員として、また、「担当」として増強には関わっていく所存です。

　末筆になりますが、井上副委員長には、情報提供、面談への同行だけでなく、候補

者の選定やアプローチ方法まで一緒に考えて頂きました。また、紅林会長、青木幹事

には文章に目を通して頂き、折に触れアドバイスを賜りました。感謝申し上げます。
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９−５-３　　会員選考・分類委員会

委 員 長　　　牧 野 　 渉

副委員長　　　冨 田 佳 央

委　　員　　　小 田 公 平　　川 村 荒 治

【活動報告】
　幹事より選考依頼のあった 12 名の候補者を会員資格条件、基本方針に沿って選考し、

適格であることを認め、理事会に報告しました。

　職業分類については、新会員の選考時に、特に偏りがないかを照らし合わせました。

【委員長所感】
　会員増強委員会、理事会と連携して、会員候補者の選考をいたしました。特に、次

年度当クラブか創立 75 周年を迎えることもあり、新会員の入会によってクラブが活気

あふれることになればということを念頭に置きつつ会員選考をいたしました。選考プ

ロセスを経て入会された方々のロータリアンとしての今後のご活躍を期待しています。
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９−２　会　計９−５-４　ロータリー情報・ラーニング委員会

委 員 長　　　佐 藤 裕 彦（ラーニング・ファシリテーター兼任）

副委員長　　　三 浦 裕 司

委　　員　　　村井總一郎　　伊 藤 晴 康

【活動報告】
（１）クラブフォーラム

　５回のクラブフォーラムを開催しました。

◆第１回　2024 年 7 月 25 日　クラブ奉仕フォーラム（昼例会）

テーマ　　　：　『魅力ある例会運営をしよう』

リーダー　　：　岡田直樹　クラブ奉仕委員長

◆第２回　2024 年 9 月 26 日　社会奉仕フォーラム（夜例会）

テーマ　　　：　『会員同士で集い学ぶ！！

　　　　 　　　　～一人ひとりが実践する社会奉仕活動に向けて～』

リーダー　　：　伊藤恭三　社会奉仕委員長

アドバイザー：　松井孝悦　会員

◆第 3回　2025 年１月 23 日　職業奉仕フォーラム（夜例会）

テーマ　　　：　『会員同士が集い学ぶ！！～一人ひとりが実践する職業奉仕～』

リーダー　　：　中根研一　職業奉仕委員長

アドバイザー：　松坂良太　会員

◆第４回　2025 年２月 27 日　国際奉仕フォーラム（夜例会）

テーマ　　　：　『会員同士で集い学ぶ！！～国際奉仕を考えよう～』

リーダー　　：　笠原元樹　国際奉仕委員長

アドバイザー：　髙山景一　会員

◆第５回　2025 年５月 22 日　青少年奉仕フォーラム（夜例会）

テーマ　　　：　『会員同士で集い学ぶ！！～青少年奉仕について考えよう～』

リーダー　　：　金子幸義　青少年奉仕委員長

アドバイザー：　冨田佳央　会員

（２）担当例会

　2024 年 10 月 31 日に『周年誌から読み解く豊橋ＲＣの神髄』と題し、７つの周年

誌から読み解ける豊橋ＲＣの魅力について４名の会員からお話をいただきました。

◆大塩啓太郎　会員（10 周年誌・20 周年誌）

◆石川　昌義　会員（30 周年誌・40 周年誌）
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◆山本勘司　会員（50 周年誌～ 70 周年誌）

◆松井章悟　会員（振り返り）

（３）インフォメーション

計８回、12 名の新会員候補者に向けてインフォメーションを行いました。

◆第１回：　2024 年７月８日　　ホテルアークリッシュ豊橋

新会員　：　上村哲司　会員（株式会社ジュトク）

推薦者　：　佐々木利政　会員

◆第２回：　2024 年７月 24 日　　日本料理みなと

新会員①：　清田利也　会員（綜合警備保障株式会社豊橋支社）

推薦者①：　山口　進　会員

新会員②：　二村和男　会員（株式会社大垣共立銀行豊橋支店）

推薦者②：　松井和彦　会員

◆第３回：　2024 年８月１日　　日本料理みなと

新会員　：　岩ヶ谷光晴　会員（豊橋鉄道株式会社）

推薦者　：　神野紀郎　会員

◆第４回：　2024 年９月 26 日　　ホテルアークリッシュ豊橋

新会員　：　後藤　健　会員（浜名エンジニアリング株式会社）

推薦者　：　松井孝悦　会員

◆第５回：　2024 年 11 月５日　　ホテルアークリッシュ豊橋

新会員　：　小川貴弘　会員（株式会社三菱ＵＦＪ銀行豊橋支店）

推薦者　：　冨田佳央　会員

◆第６回：　2025 年４月３日　　ホテルアークリッシュ豊橋

新会員　：　村田好章　会員（中部電力パワーグリッド株式会社豊橋支社）

推薦者　：　牧野　渉　会員

◆第７回：　2025 年４月３日　　ホテルアークリッシュ豊橋

新会員①：　若原昭浩　会員（国立大学法人豊橋技術科学大学）

推薦者①：　神野吾郎　会員

新会員②：　水戸　学　会員（三井住友信託銀行株式会社豊橋支店）

推薦者②：　神野吾郎　会員

新会員③：　久米友希絵　会員（みずほ証券株式会社豊橋支店）

推薦者③：　冨田佳央　会員

新会員④：　西根祐一　会員（ＳＭＢＣ日興証券株式会社豊橋支店）

推薦者④：　佐々木利政　会員

◆第８回：　2025 年５月 27 日　　ホテルアークリッシュ豊橋

新会員　：　平松和洋　会員（豊橋市民病院）

推薦者　：　権田隆実　会員
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４．家庭集会

　計３回の家庭集会を開きました。冒頭に家庭集会の目的また行う事の意義を説明し、お食事

をとりながらロータリーについて熱く語り合いました。

◆第１回　日本料理みなと（９名）

縣　政行会員、伊藤晴康会員、岡田直樹会員、紅林友昭会員、小林敏博会員、清田利也会員、

瀧﨑裕司会員、中田昌宏会員、佐藤裕彦委員長

◆第２回　松井孝悦　会員宅（10 名）

井口貴嗣会員、上村哲司会員、後藤　健会員、近藤　眞会員、西田元彦会員、福井　敬会員、

二村和彦会員、松井孝悦会員、柳原　茂会員、佐藤裕彦委員長

◆第３回　三浦裕司　会員宅（８名）

池田　至会員、石川昌義会員、大塩啓太郎会員、金子幸義会員、中根研一会員、三浦裕司会員、

柳原伸行会員、佐藤裕彦委員長

【委員長所感】
　第１回クラブ奉仕フォーラムでは、楽しい例会運営の為の発言を各委員長からしていただき

ました。第２回以降のクラブフォーラム ( クラブ討論会 ) では、新しい試みのフォーラムを実

施しました。あらかじめ発言者を決めての卓話型の会員の研修会ではなく、フォーラム本来の

姿である参加型のエッセンスを取り入れた討論会を行いました。各テーブルごとにファシリテー

ター進行のもと、前半で意見交換を行っていただき、後半で各テーブル代表者による意見発表

を行っていただきました。お酒が入った状態での各テーブルでの真面目な意見交換と、ハラハ

ラドキドキの状態でスタートしましたが、いざ行ってみると、会員の皆さん真面目に楽しく意

見交換をされており、フォーラム本来の姿を見る事ができ、目頭が熱くなりました。

　担当例会では、創立 75 周年にふさわしい各周年誌を題材とした例会を行いました。具体的に

は、各担当者にそれぞれ担当の周年誌を読み込んでいただき、元メンバーであるご自身の親族

に関するエピソード等を重ね合わせお話をいただきました。なかなか知り得なかった過去がひ

も解けた事が印象的でした。

　インフォメーションでは、オリジナルの『ご入会に際し』を作成し、それに沿った形で新会

員候補者へ説明をした事で、結果、重要事項をコンパクトに情報提供をする事ができました。

　開催回数は少なかったですが、本来の家庭集会の姿を想像し、１回１回の家庭集会に意味を

持たせ、会場を設定させていただきました。歴の浅い方から長い方とバランスを考え、参加者

人選をしました。今後の豊橋ＲＣの一体感に繋がれば、という想いで開催させていただきました。

　創立 75 周年プレの１年間通じ、豊橋ＲＣとして良い部分は残しながら、変化を恐れず各事業

の組み立てを行いました。自由に委員長をさせていただいた紅林会長を始めとする豊橋ＲＣメ

ンバー全員に感謝です。
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９-６　クラブ奉仕委員会

委 員 長　　　岡 田 直 樹

副委員長　　　瀧 﨑 裕 司

【活動報告】
　本年度の運営方針に沿って、例会を楽しく過ごして頂く為に、「魅力のある例会運営

をしよう」をテーマとして関連委員会と協力しクラブ奉仕活動に努めてまいりました。

　７月 25 日にクラブ奉仕フォーラムを昼間の例会として開催致しました。

　松井章悟会員に、どのような歴史、伝統を受け継いで来たのかを、神野太郎氏が語

られた米山梅吉翁との素晴らしいご縁の話をして頂きました。

　冨田佳央会員からは、70 周年実行委員長時のエピソードと共に、ロータリーは出会

いの場所、ロータリーで繋がる縁を大切にする言葉を頂きました。

　お二人のスピーチを受けて、長濱貴彦出席委員長、山本勘司親睦委員長、浅倉伸治

公共イメージ向上委員長、中田昌宏クラブ会報委員長、中村典司雑誌委員長にそれぞ

れの委員会の視点で語って頂きました。

　佐藤裕彦Ｒ情報・ラーニング委員長からは、クラブ奉仕の中で一番大切な楽しい例

会を行っていくためのヒントを頂いたとの言葉もありました。

　豊橋ロータリーが受け継いできた例会の魅力を学び、共通の認識を深め、クラブ奉

仕の学びとなるようなフォーラムが共有できたのではないかと思います。

【委員長所感】
　本年度は、創立 75 周年を迎えるにあたり、ロータリーの公共イメージ向上を図る記

念事業等もあり、慌ただしい 1 年でしたが、各委員長が厳しい予算のなか、頑張って

努力し楽しい例会を作り上げてくれて無事終わる事が出来ました。心より感謝いたし

ます。

　８月は創立 75 周年記念式典です。皆で協力していきましょう。
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９−６-１　出席委員会

委 員 長　　　長 濱 貴 彦

副委員長　　　兼 子 直 久

委　　員　　　神 谷 君 和　　河 合 勝 男

【活動報告】
１．各会員が例会に出席することにより友情や親睦を深め、幸せを感じて笑顔を紡い

でいくことがロータリーの発展につながることを念頭に置き、出席率の向上に努

めてきました。

２．例会ごとに出席状況の報告を行い、例会出席及びメーキャップによる出席率向上

に努めました。

３．前年度 100％出席会員の表彰を行わせていただきました。

【委員長所感】
　毎回の例会で、出席された会員の皆様の前で出席報告をして、より多くの会員の皆

様が例会に参加していただいていることの意義を再確認していました。そして日々の

例会参加の積み重ねが 75 周年につながっていることを認識しました。今年度の出席者

の出席報告は、ローテーションを予め決め、一週ずつ交代で行いました。委員４名の

少数精鋭で出席報告を担当しましたので、担当回数が多くて、予定通りにいかないこ

ともありましたが、各委員がうまく補い合っていただきました。不慣れな委員長をご

指導頂いて、この場をお借りして感謝申し上げます。
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９−６-２　クラブ会報委員会

委 員 長　　　中 田 昌 宏

副委員長　　　（前田英範）　　竹 内 裕 二

委　　員　　　柳 原 伸 行

【活動報告】
１．例会の様子を的確に捉え、会報誌を通じて会員の皆様にお伝えしました。

２．例会以外の各種行事（農業研修、初夏の家族旅行）についても、会報誌にて紹介

することができました。

３．クラブの活動を記録資料として適切に保存いたしました。

４．出席率向上を目的に、出席への関心を促す情報発信に努めました。

５．創立 75 周年に向け、過去の画像データの整理作業を継続しております。

【委員長所感】
　この一年、クラブ会報委員長として活動を無事に終えることができましたのは、委

員会メンバーをはじめ、多くの先輩方のご支援とご協力のおかげであり、心より感謝

申し上げます。

　本年度は、これまでの会報を参考にしながら、例会の内容がより分かりやすく、会

員の皆様に伝わるよう努めてまいりました。特に、８月 29 日（木）の例会が休会となっ

た際には、皆様のご協力のもと、号外を発行することができ、情報発信の継続に貢献

できたことを嬉しく思っております。

　この一年の経験を糧に、今後の活動にも活かしてまいりたいと存じます。ありがと

うございました。



−41−

９−６-３　親睦活動委員会

委 員 長　　　山 本 勘 司

副委員長　　　井 口 貴 嗣　　(平林邦幸 )　　河 村 　 修

委　　員　　　山 本 光 伸　　瀧 﨑 裕 司　　荒 島 一 実　　(池田勝年 )

　　　　　　　(浦野文博 )　　中 村 勝 彦　　豊 田 正 博　　(近藤　崇 )

　　　　　　　河 合 珠 美　　桃 井 直 人　　辰 田 拓 也　　上 村 哲 司

　　　　　　　清 田 利 也　　二 村 和 男　　岩ヶ谷光晴　　後 藤 　 健

　　　　　　　小 川 貴 弘　　村 田 好 章　　若 原 昭 浩　　水 戸 　 学

　　　　　　　西 根 祐 一　　久米友希絵　　平 松 和 洋

【活動報告】
　本年度会長の『集い、学び、そして実践してこそロータリー　～奉仕の受け手と喜

びを分かち合おう～』のクラブテーマのもと、会員及びご家族の皆様が笑顔になって

いただける行事を行う事により、豊橋ロータリークラブでの友情と親睦が深まるよう、

活動をしてまいりました。

１．年末家族会　　　　令和６年 12 月 12 日 ( 木 )

　「ＴＨＥ　ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＮＩＧＨＴ　極上のお料理そして音楽が織りなす

ハーモニー」

　ホテルシェフとの打合せを重ねた極上のお料理と、お招きしたバイオリニスト

古澤巖氏とベルリンフィルハーモニックストリングスの６名による世界最高峰の

弦楽６重奏をお聴きいただき、会場に素敵な空気感が生まれ、更なる懇親を深め

ていただきました。

２．新春特別例会　　　令和７年１月９日 (木 )

「祝　謹賀新年　みんなの笑顔で福を呼ぼう」　～落語と太神楽で来福祈願～

　新春特別例会は豊橋天狗連より、弾谷喜苦氏と弾谷うさぎ氏をお招きし、本年

が素晴らしい年になる様に願いを込めて、落語と太神楽を楽しんで頂きました。

３．ファミリーデイ　　令和７年３月 13 日 ( 木 )

「音楽で世界を変える力」　～社会貢献と未来へのハーモニー～

　「音楽と社会貢献の力（講演）」「音楽と現代アートの融合（ピアノ演奏）」をテーマに、

水越海翔氏による講演と音楽の演奏を組み合わせた、インスピレーションに満ちたプ

ログラムを体験していただきました。地元出身の若く才能あふれる水越氏に皆様関心

しきりでした。
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４．初夏の家族旅行　　令和７年５月 18 日 ( 日 )

「歴史あるホテルの風情を楽しみ、日本のロータリーのルーツを探る旅」

（箱根富士屋ホテル・箱根旅物語館・米山梅吉記念館）

　創業 100 年を超える箱根富士屋ホテルにて、歴史を感じながらメインダイニン

グでランチコースをお召し上がりいただきました。米山梅吉記念館では、日本ロー

タリー創立に尽力された米山梅吉翁の生涯とロータリーへの思いを学びました。

５．最終例会　　　　　令和７年６月 19 日 ( 木 )

「皆で実践、奉仕の心　～喜びを分かち合い絆を深めよう、そして 75 周年へ～」

　親睦委員会のメンバーを中心に、１年間お世話になりました皆様へ、感謝の気

持ちを持ちサービスさせていただき、豊橋ロータリークラブ今昔クイズや、紅林

会長扮する伝説の八卦士の登場、そして次年度に続く 75 周年の成功へ、と皆様で

気持ちを盛り上げていただきました。

【委員長所感】
　親睦活動委員会の活動への理解度がない私には大変荷が重く、様々な方に助けてい

ただき何とか終える事が出来た１年でした。12 月の年末家族会から行事が続く中で、

皆様にとって充実した内容をご提供することは勿論、食事等も質の高い物を意識し続

けた１年でした。

　ただ、昨年よりも更に物価の上昇が重なり、その質を保つのが非常に大変でした。

　１年間を通して意識し続けていたのは、経費の削減です。

　例えば、通信費に関して出欠を全てメールでお願いしたことにより、費用が大幅に

削れましたし、ロータリーでも重要視していたＳＤＧｓに関連する余分な紙の使用量

も減らす事に成功しました。これは次年度以降も是非続けて頂きたいです。

　他にも皆様から色々なお知恵を頂き、全ての計画を無事に開催する事が出来ました。

　これもひとえに、親睦活動委員会メンバー、理事会の皆様、ご協力いただきました

豊橋ロータリークラブ会員の皆様、ホテルアークリッシュ豊橋をはじめとする皆様の

おかげです。心から感謝申し上げますと共に、この素晴らしい豊橋ロータリークラブ

の友情が、次年度の 75 周年の成功にも、きっと繋がる事と確信しております。

　私自身の反省としましては、資料作り等や細かな作業をもう少し委員会メンバーに

振り分けて出来たら良かったのかなと感じています。ご心配やご迷惑をお掛けいたし

ました皆様には誠に申し訳ございませんでした。

　ただ、１年を通じてお世話になった皆様とは親睦を深める事ができ、大変ながらも

貴重な経験をさせて頂けたと思います。

　本当にありがとうございました。



−43−

９−６-４　雑誌委員会

委 員 長　　　中 村 典 司

副委員長　　　長屋麻衣子

委　　員　　　黒 谷 尚 弘　　岡 村 正 造　　高 橋 譲 二　　山 口 　 進

【活動報告】
　今年度雑誌委員会の基本方針に則り、当委員会の皆様により国内外のロータリーの

伝統、活動を紹介していただき、会員の皆様のロータリアンとしての資質向上につな

がるように努めてまいりました。

【委員長所感】
　「ロータリーの友」をじっくり読む機会を設けていただき、改めてこの雑誌のすばら

しさを実感させていただきました。また、75 周年を迎える豊橋ロータリーにおいて、

その思いが多くの会員の皆様へ伝わっていたら幸いであります。

　12 か月間にわたり、当委員会の委員で２回ずつを基本として「ロータリーの友」の

読みどころを横組み、縦組みと紹介していただきました。当委員会の委員の感性を持っ

ての紹介であることから興味深い読みどころの紹介になったと感じました。
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９−６-５　公共イメージ向上委員会

委 員 長　　　浅 倉 伸 治

副委員長　　　伊 藤 健 一

委　　員　　　村 雲 　 晃

【活動報告】
・第 32 回（通算 3621 回）例会において、「４つの優先事項に沿った公共イメージの向

上について」と題し、第 2760 地区公共イメージ向上委員会　古市晃久委員長をお迎

えし、例会を実施いたしました。公共イメージとは、「外部の方がその組織に対し、

頭に浮かぶ独自イメージであり、ロータリーが事業を続けていくという未来への約束」

という視点で、地域への奉仕活動を継続していくことの意義をお伝えいただきました。

・創立 75 周年事業の実施をＳＮＳなどを使い、発信を行いました。特に豊橋の小学校

全校で行ったポリオ撲滅への「ペットボトルキャップ回収大作戦」へのお礼として開

催した「夢ギフト講演」、継続事業として支援を続ける山岳民族定住化支援事業の一

環で行った、農業研修の発信は利用者の目に留まることが多かったのか、反響もあっ

たのではと感じます。

・報道機関への連携を取り、地域の新聞各社に例会、事業の発信をしていただくよう心

掛けました。

【委員長所感】
　紅林会長、青木幹事を始めとするアッセンブリーメンバー、会員の皆様にご協力い

ただき、75 周年事業を中心とするクラブの活動を発信できるよう努めました。なかな

か思うように発信できず、ご迷惑をお掛けしたと思います。ただ、昨今はＳＮＳを駆

使して広く情報発信を行うクラブがかなりの勢いで増えてきています。とはいえ、ク

ラブの例会風景（特に食事など）を単にアップしているだけのものも多く、また卓話

者の肖像権に関する問題もあり、益々メディアリテラシーへの理解を深め、慎重に内

容を投稿していくことも重要です。公共イメージ向上とは、ブランドを確立していく

ための手段であるが故、クラブとしてしっかりと議論することも必要だと思います。

今後も更に必要性が増していくと思われますので、出来得る限り、協力していきたい

と思います。１年間ありがとうございました。
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９−２　会　計９−６-６　ニコニコ委員会

委 員 長　　　松岡真由美

副委員長　　 （日野恵里加）

委　　員　　　宮 田 正 人　　石 黒 　 功　　三 木 隆 治

　　　　　　　佐々木利政　　松 坂 良 太　　近 藤 　 眞

　　　　　　　石 川 昌 義　　井 口 貴 嗣　　河 村 　 修

【活動報告】
１．例会会場には、早く到着して、ニコニコの受付に来られる方をお迎えしました。

２．例会時の発表は、お名前の読みまちがいや読み上げる順番に注意を払いました。

３．例会終了後は速やかに原稿を作成し、会報委員会さんと合同印刷さんにお渡しし

ました。

４．結婚記念例会では、２組のご夫妻のお祝いをさせて頂くと共に「今どきの結婚事

情について」と題して卓話の例会を担当しました。

５．新聞等をチェックし、お慶び事の発掘に留意した結果、委員会の目標額を達成す

る事ができました。

【委員長所感】
・委員会メンバーさんの協力のおかげで例会と同時進行する受付やお金の集計が出来ま

した。

　ありがとうございました。

・会員の皆さまのお慶び事を毎例会聞くことが出来ました。会員の皆さまのご協力に御

礼申し上げます。

・75 周年事業の夢ギフト講演に参加しました。全校生徒が講師の後について輪唱する

姿は圧巻でした。75 周年の節目の年を会員として共有できた事に感謝致します。
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９−６-７　クラブ運営委員会

委 員 長　　　小笠原貴洋

副委員長　　　豊 田 正 博　　(近藤　崇 )　　河 合 珠 美

委　　員　　　瀧 﨑 裕 司　　荒 島 一 実　　岩 瀬 　 清　　山 口 尚 志

　　　　　　　(池田勝年 )　　(平林邦幸 )　　(浦野文博 )　　中 村 勝 彦

　　　　　　　桃 井 直 人　　辰 田 拓 也　　上 村 哲 司　　清 田 利 也

　　　　　　　二 村 和 男　　岩ケ谷光晴　　後 藤 　 健　　小 川 貴 弘

　　　　　　　村 田 好 章　　若 原 昭 浩　　水 戸 　 学　　西 根 祐 一

　　　　　　　久米友希絵　　平 松 和 洋

【活動報告】
　本年度のクラブテーマ「集い、学び、そして実践してこそロータリー　～奉仕の受

け手と喜びを分かち合おう～」を基本として例会運営に取り組みました。

　会長方針に基づき、例会に参加していただいた会員の皆様の視点が同じ方向に向く

ような会場レイアウトとＳＤＧｓ及びカーボン・ニュートラルを考慮し、例会プログ

ラムをスクリーンに投影することでペーパーレス化を行いました。慣れるまでは会員

の皆様に違和感があったかと思いますが、丁寧な座席案内を心がけることでスムーズ

に例会に参加していただける様に努めました。

　食事数の発注については自らの予測の甘さもあり、発注不足によって出席していた

だいた会員の方にお食事を提供できずご迷惑をおかけしたことが二度程ありました。

その半面過剰発注になってしまった時もあり、改めて食事数を決める難しさを感じま

した。

　年度内に一度は食事数と出席者数が同一となったことで少しほっとしたというのが

実感です。

【委員長所感】
　75 周年事業については活動報告等をスライドに投影する等、例会の中で紹介させて

いただきましたが、もう少し時間を作ることができれば良かったと思う側面もありま

す。

　前年度に副委員長を拝命しましたが、実際に委員長として活動をしてみると自分の

未熟さと例会運営の難しさを実感した一年でした。

　その中で会長、幹事、プログラム委員長、Ｓ . Ａ . Ａ . の丁寧なご指導の下、クラ

ブ運営委員の方々のご助力により、何とか大きな問題を起こさずに例会運営ができま

したことを改めてお礼申し上げます。
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９−２　会　計９-７　プログラム委員会

委 員 長　　　山 本 貴 浩

副委員長　　　杉 田 　 洋

委　　員　　　宮 田 正 人

【活動報告】
　クラブテーマ「集い、学び、そして実践してこそロータリー～奉仕の受けてと喜び

を分かち合おう～」に沿って、さらに 75 周年記念事業に向けて会員皆さんがより一層

関心を持って頂けるよう、年間プログラムを作成し担当例会を企画しました。

　８月８日の創立記念例会においては、村井總一郎ＰＧ・佐々木利政実行委員長・佐

藤裕彦会員・大塩啓太郎会員に創立 75 周年記念事業に向けての意気込みを語って頂き

ました。

　イシニエーションスピーチ及び年男放談では、合計９名の会員より個性あふれるお

話を頂くことが出来、会員の相互理解を深めることが出来ました。また、地区出向者

報告では４名の会員に報告を頂き、地区での仕事に対する会員の理解を深めることが

出来ました。この他、ロータリー月間のテーマに沿った卓話例会や会員の広い知識を

より一層深めることを目指した卓話例会を設けました。

　プログラム担当例会は、以下の通り合計 16 回行いました。（以下敬称略）

・卓話例会

　　 ８月 ８日	創立記念例会　創立 75 周年記念事業に向けて「集いて図る心はひとつ」

	 村井總一郎・佐々木利政・佐藤裕彦・大塩啓太郎

　　 10 月 10 日	「豊橋市特産次郎柿を世界の『ＪＩＲＯ』へ」　尾崎文彦

　　 11 月 14 日	「スマートフォン『ながらスマホ』の危険性の実験検証」　小塚一宏

　　 12 月 ５日	「国際奉仕事業：タイ国訪問」　河合勝男・笠原元樹・植村忠慶

　　 12 月 19 日	「2025 年を見越した金融環境」　香川伸一

　　 ３月 27 日	「創立 75 周年記念事業『夢ギフト講演』を振り返り」　鈴木　愛

　　 ４月 10 日	「村井弦斎の「食文化」を活かした豊橋・東三河のまちづくり」　伊藤篤哉

　　 ４月 17 日	「中高一貫教育と国際的な教育プログラムの導入」　寺田安孝

　　 ４月 24 日	「やさしい日本語のお薦め～よい人材が辞めなくなりました！～」　室井敬子

　　 ５月 ８日	「豊橋・京都・パリ」－いち団塊世代の歩み」　島本　浣

　　 ６月 12 日	「東三河の今後のあるべき姿は」　江口幸雄
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・年男・年女放談

　　 １月 30 日	松井章悟・松岡真由美・冨田佳央

　　 ２月 ６日	荒島一実・伊藤健一・山本勘司

・イニシエーションスピーチ（２回）

　　 ３月 ６日　小林敏博

　　 ６月 ５日　桃井直人・竹内裕二・辰田拓也

・地区出向者報告

　　 ３月 ６日　髙山景一・柳原　茂・伊藤健一・岩瀬　清

【委員長所感】
　企画案の段階からタイムテーブル作成するにおいて、会長・幹事の指導のもと細心

の注意を払い、１分１秒を無駄にすることなの無いように例会運営を心がけました。

75 周年関連事業の報告や、また年度後半の例会では委員会活動報告を行い、多くの会

員が 75 周年記念事業や各委員会により一層関心を持っていただくことが出来たかと思

います。

　そして会員の方から、講師・卓話者の紹介、また様々なアドバイスを頂き、会員の

皆様からのご協力に感謝申し上げます。幹事としてのあと１年今後も皆様がたの支援、

ご指導の程宜しくお願いし申し上げます。
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９−８　職業奉仕委員会

委 員 長　　　中 根 研 一

副委員長　　　江 﨑 雅 彰

委　　員　　　杉 江 秀 介　　花 田 邦 司　　神 野 吾 郎

【活動報告】
１．例会では、中小企業ＣＳＲ研究会のメンバーでもある久乗哲様から地域に根ざし、

職業を通じて社会に奉仕してきた中小企業が繁栄するための極意や、老舗企業に

伝わる教え、経営理念をテーマとした卓話を頂きました。自らの足で集めた老舗

のヒヤリングデータを基に、老舗がどの様にしてお客様との信頼関係を築き、維

持してきたかについて学ぶことで、職業奉仕の本質を理解する有意義な時間とな

りました。

２．職場見学会では、中央製乳株式会社を会員等 27 名で見学させて頂くことができま

した。自然の恵みあふれる豊橋から健康でおいしい毎日を昭和 12 年の創業当時か

ら長きにわたり届けてみえる企業であり、高い倫理観と職業奉仕の実践を学ぶ機

会となりました。

３．フォーラムでは、冒頭、ロータリーの職業奉仕の精神には職業サービスを念頭に、

相手の立場に立った職業活動を行い、相手の喜びを自分の喜びとしながら職業人

としての倫理の向上に努め、世の中に広めていくという老舗企業の経営との共通

点を紹介させて頂きました。その後、テーブルごとにご自身の会社ないし職業に

照らし合わせていただくことで、会員の皆さまが思い描く職業奉仕とはどの様な

ものなのか、そして「全てのロータリアンの仕事は人の役に立つものであり、価

値ある仕事である」ということをテーブルごとに語り合って頂くことができ有意

義な時間となりました。

【委員長所感】
　職業柄、いろんな業種に接点があり理解があるとは思っていましたが、職業奉仕と

いう観点から考察することは今まで無かったためとてもいい経験となりました。また

フォーラムでは、アドバイザーの松坂会員や佐藤会員から事前に例会を含めた全体の

構成や質問事項についてご助言を頂きスムーズな進行ができたため、テーブルごとに

楽しく語り合う会員の皆様の様子はまさにロータリーで奉仕をする仲間たちと交流を

深めるという 75 周年事業のメインテーマ「集いて図る心はひとつ」を形にできたので

はないかと思います。
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９−９　社会奉仕委員会

委 員 長　　　伊 藤 恭 三

副委員長　　　西 島 　 豊

委　　員　　　長 屋 孝 美　　権 田 隆 美　　山 田 享 司　　高 橋 豊 彦

　　　　　　　岩 瀬 　 清　　山 口 耕 平　　伊 藤 健 一　　柳 原 　 茂

【活動報告】
■７月11日　例会にてTEC活動支援授与式を行いました。

■９月12日　当例会「夢ギフト講演～一人ひとりが実践する社会奉仕活動に向けて～」

本年度、豊橋ＲＣの創立75周年記念事業の一環として、実際に小学校で講演をして

頂ける講師に登壇してもらい、子どもたちへ伝えてもらう想いを我々ロータリアン

に向けた内容でお話し頂きます。地域に対する社会奉仕活動「夢ギフト講演」に豊

橋ＲＣの会員が一丸となって参画していく為の例会

■９月26日　担当フォーラム

　「会員同士で集い学ぶ！！～一人ひとりが実践する社会奉仕活動に向けて～」

　　各テーブルにて社会奉仕活動についてテーブルディスカッションを行いました。

■11月９日　　朝倉川植樹メンテナンス

■12月12日　　豊橋善意銀行鍋募金

■３月13日　　大船渡大規模山林火災被害(2520地区/岩手・宮城)」義援金の募金

■４月19日　　朝倉川５３０活動

■５月13日　　ミャンマー大地震(3350地区/ミャンマー)　義援金の募集　

【委員長所感】
　本年度は、社会奉仕委員会で行う奉仕活動と共に、豊橋ＲＣ創立75周年記念事業を

行う事となりました。会員皆様が社会奉仕活動に対してとても協力的だと思いまし

た。

　通年行っています奉仕事業の他に今年度は、豊橋ＲＣ創立75周年事業としまして豊

橋ＲＣ会員皆様と、豊橋市内の小学生２万人と共にペットボトルキャップを集め2000

人分のポリオワクチンを提供することが出来ました。社会奉仕活動通じて、豊橋市民

へポリオへの関心を持って頂けた事業となったと思います。
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９− 10　国際奉仕委員会

委 員 長　　　笠 原 元 樹

副委員長　　　植 村 忠 慶

委　　員　　　福 井 恒 雄　　森 田 通 夫　　磯 村 武 司

【活動報告】
　タイ国チェンライ県ラックペンディング村周辺における山岳民族定住化支援活動、

農村支援を11月14日～18日の５日間で行ってきました。現地では紅林会長をはじめと

する11名にて姉妹クラブであるバンコクベンジャシリロータリークラブの例会へ参加

し、ラックペンディング村周辺の４校に国際ロータリー第2760地区のロータリー財団

地区補助金を活用して提供した自動灌水システムと鶏舎の使用方法、活用方法の指導

をし、農業からなる定住化の促進はもとより、学校給食における自給自足（グリーン

農業システム）の構築に寄与する活動をいたしました。また、豊橋ロータリークラブ

の会員の皆様からいただいたタイ教育支援金をプラティープ博士のプラティープ財団

に寄付させていただきました。帰国後はタイ国訪問報告会を実施、例会では海外での

活動はもとより他クラブの国内での国際奉仕活動を知ることも重要だと考え、国内で

できるロータリークラブ国際奉仕活動と題し岡崎城南RCの地区国際奉仕委員である筒

井健氏に卓話をいただきました。フォーラムでは会員同士で集い学ぶ！！国際奉仕を

考えようと題し、会員の皆様が思い描く国際奉仕とはどの様なものなのかを話し合

い、今後の国際奉仕活動の一助としていただきました。そして最後の事業として５月

11日～５月17日に理事会企画創立75周年記念事業山岳民族の定住化へ向けての農業研

修を実施。タイ国よりプラティープ博士、学生２名、教員１名をお呼びし、世界でも

最先端である日本の農業を体感していただくことで、農業への関心、夢、希望を持ち

自国での農業の発展に寄与する事業を行いました。

【委員長所感】
　本年は奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること。いわば国際的なプロジェクトでボランティアの実施や、

海外パートナーとの協同活動を通じて、相互理解を推進することが国際奉仕であると

理解し活動を推進しました。本年度の国際奉仕員会の活動を通じ、クラブテーマであ

る「集い、学び、そして実践してこそロータリー～奉仕の受け手と喜びを分かち合お

う～」を実感できたことは非常によい経験でした。また国際奉仕委員会活動と並行し

て創立75周年の活動にも参画いたしました。双方の活動を通じ、改めてロータリーの

役割や価値について考えさせられ豊橋クラブの会員としての誇りも醸成された気がし

ます。最後に委員長という大役を任命くださった紅林会長、そしてサポートいただい

た委員会メンバーをはじめとする全ての会員の皆様に感謝申し上げ、所感に代えさせ

ていただきます。ありがとうございました。
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９− 11　青少年奉仕委員会

委 員 長　　　金 子 幸 義

副委員長　　　久保田充三　　疋 田 　 涼

委　　員　　　松 井 章 悟　　福 井 一 裕

【活動報告】
　実際に行った主な活動として、まず豊橋インターアクトクラブ卒業生を送る会への

協力（令和７年２月 13 日開催）を行いました。また、創立 50 周年を迎えられた豊橋ロー

ターアクトクラブの記念事業（令和６年９月 14 日～ 15 日開催）及び記念式典（令和

７年３月 15 日開催）の実施に向けた支援を行いました。特に 50 周年記念事業の表浜

海岸清掃は、豊橋ローターアクトクラブと共催で実施いたしました。この海岸清掃に

は、地区内外のインターアクトクラブやローターアクトクラブ、豊橋市内のロータリー

クラブにも参加を呼び掛けました。

　また、アクターたちの成長や奉仕活動の意義をロータリークラブ会員間で共有する

ために５月の青少年奉仕月間には、豊橋ローターアクトクラブ 50 周年記念事業・式典

の報告会例会（令和７年５月 15 日）と、青少年奉仕に関するクラブフォーラム例会（令

和７年５月 22 日）を企画し開催しました。クラブフォーラムでは、青少年奉仕に関す

るご意見やローターアクトクラブへの具体的な支援方法などについてお伺いする事前

アンケートをもとに、会員の皆様から活発な議論がされました。

　フォーラムでの各ご意見を参考にした青少年育成への活動や、豊橋ロータリークラ

ブ 75 周年事業への貢献も引き続き行ってまいりたいと思います。

【委員長所感】
　本年度、青少年奉仕委員会として特に力を入れたのは、例会を通じた一連のストー

リー構築でした。２月にインターアクトクラブの卒業生を送る会があり、５月 15 日に

は、創立 50 周年を迎えた豊橋ローターアクトクラブの記念事業・式典報告会を開催し、

各アクターたちの成長と活動の意義を皆様にご覧いただきました。これを受け、翌週

22 日のクラブフォーラムでは、アクターたちの姿から奉仕活動が人格形成に大きく寄

与することを再認識し、「青少年奉仕」の意義を話し合い会員間で共有し、更にはその

意義がローターアクトクラブへの会員増強への動線となることを目指しました。フォー

ラムでの議題となる事前アンケートも含め、この一連の企画を通じて、75 周年を迎え

る豊橋ロータリークラブの今後の青少年奉仕活動への示唆を得られたと考えておりま

す。
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９− 11- １　インターアクト委員会

委 員 長　　　久保田充三

副委員長　　　深 見 博 士

委　　員　　　渡 部 茂 久　　西 田 元 彦　　長屋麻衣子

【活動報告】
・７月５日	 みなとにて豊橋商業高校校長・ＩＡＣ顧問教諭との懇談会

・７月15日	 アイプラザ豊橋にて第34回（通算60回）インターアクトクラブ年次大会

・７月22日	 ホテルアークリッシュ豊橋にてＩＡＣ新入生歓迎会（テーブルマナー講習）

・８月２日	 豊川高校にて豊川高校ＩＡＣ・桜丘高校ＩＡＣとの合同行事

・８月29日	 例会（インターアクトアワー）　台風の為休会

・９月14日	 豊橋ＲＡＣ50周年記念事業「表浜海岸清掃」

・10月24日	 例会（豊橋ロータリークラブ創立75周年記念事業にご協力頂き、回収した

		  ペットボトルキャップ贈呈のため、間瀬校長、石野顧問ゲスト出席）

・２月13日	 例会（ＩＡＣ卒業生を送る会）

【委員長所感】
　インターアクターが、夏休みが一番の活動の時期なので、年度初めの 7 月から多く

の事業に携わる事ができました。印象に残っている事は、初めて参加したインターア

クトクラブ年次大会にて、2760 地区内のインターアクトクラブのポテンシャルの高さ

とインターアクターの情熱に感動しました。

　また、８月 29 日の例会が台風で休会となり、せっかくの交流の場が減ってしまいま

した。しかしながら、紅林会長の発案で、その日のスピーチを集めて WEEKLY 号外を発

行できた事、創立75周年記念事業のペットボトルキャップ回収にご協力頂き、間瀬校長、

石野顧問に例会に出席して頂いて贈呈式ができた事、卒業生を送る会では卒業生は一

人でしたが、授業の合間に多くの生徒さんがきてくれた事で会員の皆様と豊橋商業高

校インターアクト部との直接の交流の場が確保できた事は大変有難いことでした。

　豊橋ロータリークラブ会員の皆様とインターアクターが直接交流を深める事がイン

ターアクトクラブの支援につながる第一歩と考えます。豊橋商業高校インターアクト

部は、４月から新入部員が 22 名も入部して 30 名以上の大所帯になりました。来年度

は豊商インターアクト部創立 60 周年であります。この地域の今後を担う素晴らしい若

者を輩出するためにも、これからも会員皆様のご支援をお願いしたいと存じます。
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９− 11- ２　ローターアクト委員会

委 員 長　　　疋 田 　 涼

副委員長　　　（宮本順子）

委　　員　　　鈴 木 邦 夫　　青 木 公 貞　　髙 山 景 一　　松 井 孝 悦

　　　　　　　江 﨑 雅 彰

【活動報告】
今年度の活動として以下の目標を掲げて活動を行いました。

１．ＲＡＣの会員増強に協力します。

会員増強に関しましては企業協力が必要とのことで多くの企業様にお声がけをさ

せていただきました。繋がりを作ることの一助にはなったかと思います。 

２．ＲＡＣ会員とロータリアンの交流を図ります。

豊橋ＲＣ会員のみなさまが自発的に積極的に活動していただけたこともあり、非

常に良い交流ができたと思います。

３．ＲＡＣの例会・活動に積極的に参加します。

複数回例会に参加させていただきましたが、豊橋ＲＡＣ会員の皆のキャラクター

や会の雰囲気を知ることができました。個性がさまざまなメンバーで非常に面白

い会と思います。今後も新たなメンバーが今後入ってくることでさらに面白くな

ることを期待いたします。

４．ＲＡＣの運営が円滑に行えるよう支援と助言を行います。 

柳原地区副委員長、金子青少年委員長のご助力、ご助言もあり非常に多くのサポー

トができたと思います。

５．豊橋ＲＡＣ 50 周年のため、協力を行っていきます。

大きな事業と式典を達成することができました。豊橋ＲＡＣのメンバーが一丸と

なって行うことができ、今後の周年事業も楽しみです。

【委員長所感】
　豊橋ＲＡＣメンバー、地区担当者の方々、豊橋ＲＣの方々のご協力のおかげで活動

を行うことができました。豊橋ＲＣ 75 周年事業に関してはローターアクト委員会とし

て関わることはありませんでしたが、一会員として参加させていただきました。委員

会としては、特に豊橋ＲＡＣ 50 周年の協力に関しましてはＲＣ会員のみなさまのおか

げで成功裡に推せることができました。豊橋ＲＡＣのメンバーも非常に楽しく活動で

き、思い出に残る瞬間を残せたと思います。今後も若い世代との交流を経て自分の経

験値も上げることができました。機会を見てまた参加し協力していきたいと思ってお

ります。
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９−２　会　計９− 12　ロータリー財団委員会

委 員 長　　　福 井 　 敬

副委員長　　　縣 　 政 行

委　　員　　　吉 見 本 弘　　柴 田 宏 巳

【活動報告】
１. ９月に地区のロータリー財団委員会主催のセミナーを受けました。このセミナーは

11 月のロータリー月間にて、当委員会がクラブメンバーに財団の意義、そして活

用方法を効率的に伝えることができるかを学ぶセミナーです。

財団の活動映像や内容を簡潔にまとめたパワーポイントから、当クラブのメンバー

に伝わりやすいように編集したものを例会で使用しながら卓話を実施し、ロータ

リー財団の歴史、意義、活用方法などに対して理解を深めていただきました。

２．会員の皆様のご協力をいただき、財団への寄附目標額を達成することができました。

年次寄付金総計　 24,323 ドル（ポリオプラス基金、ベネファクターを含まず）

（内訳）

・理事・役員・委員長	 26 名	 3,900 ドル

・新会員年次寄付	 12 名	 1,800 ドル

・クラブ年次寄付		  19,523 ドル

・ポリオプラス寄付		  5,456.68 ドル

・ポール・ハリス・フェロー

　中田昌宏　　長屋麻衣子　　村雲　晃	 ３名

・新マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　伊藤恭三　　伊藤健一　　柳原　茂　　中田昌宏

　中根研一　　山口耕平	 ５名

・ベネファクター

　佐々木利政	 １名

【委員長所感】
　今年も寄付の目標を達成することができました。

　ポール・ハリス・フェロー、新マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、新マルチプル・

ポール・ハリス・フェロー、ベネファクターに寄付をされた方には大変感謝しており

ます。

　今年からはクラブ内で、財団のパワーポイントを参考にさせていただきながら卓話

をいたしました。これによって、自分自身も財団のことがよくわかり大変良かったと

思っています。

　75 周年の記念事業でポリオ根絶を掲げていますので、ポリオプラス寄付では、75 周

年記念事業に役立ったのではないかと思っています。
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９−２　会　計９− 13　米山奨学委員会

委 員 長　　　松 井 和 彦

副委員長　　　鈴 木 良 昌

委　　員　　　広 中 　 一

【活動報告】
１．10月３日に「米山月間に因んで」のタイトルで例会を担当しました。

米山記念奨学会をより深く知ると共に、当クラブの奨学生であるブレンテグシ・

エンフバヤスガラン君との絆を一層深めることを目的に、エンフバヤスガラン

君、カウンセラーの縣政行会員、地区米山記念奨学委員会委員の伊藤建一会員か

らそれぞれの立場で米山奨学生の実際についてお話いただきました。

２．４名の方に特別寄付金をいただきました。

【委員長所感】
　米山奨学生制度は存在は知っているが、中身まではわからないという会員も多く在

籍していると思います。日本のロータリークラブが誇るべきこの奨学生制度を良く知

り、情熱をもって継続して進めていくことに少しでも貢献できたのなら幸いです。
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９− 14　創立 75 周年記念実行委員会

委 員 長　　　佐々木利政

副委員長　　　佐 藤 裕 彦

委　　員　　　村井總一郎　　髙 須 博 久　　大塩啓太郎　　縣 　 政 行

　　　　　　　伊 藤 晴 康　　中 村 典 司　　岩 瀬 　 清　　久保田充三

　　　　　　　井 口 貴 嗣　　河 合 珠 美　　伊 藤 健 一　　小笠原貴洋

　　　　　　　伊 藤 恭 三　　柳 原 　 茂　　笠 原 元 樹　　植 村 忠 慶

オブザーバー　 紅 林 友 昭　　青 木 良 浩　　井 川 和 英　　山 本 貴 浩

【創立 75 周年記念特別委員会】
委 員 長　　　村井總一郎

副委員長　　　髙 須 博 久　　佐々木利政

委　　員　　　縣 　 政 行　　佐 藤 裕 彦　　大塩啓太郎　　岩 瀬 　 清

　　　　　　　井 口 貴 嗣　　伊 藤 健 一　　伊 藤 恭 三　　笠 原 元 樹

　　　　　　　福 井 　 敬　　伊 藤 晴 康　　紅 林 友 昭　　青 木 良 浩

　　　　　　　井 川 和 英　　山 本 貴 浩

　　　　　　　メインテーマ　『集いて図る心はひとつ』『集いて図る心はひとつ』
　　　　　　　サブテーマ　　『広がれ回れ奉仕の『広がれ回れ奉仕の歯歯

わわ
車車』』

豊橋ロータリークラブ創立 75 周年記念事業
Ⅰ「記念奉仕活動事業」

　①　市内小学校でのペットボトルキャップ回収大作戦

　豊橋市内の全 52 小学校の児童約２万人に呼びかけ、ペットボトルキャプを集め、

ワクチンに変えることでポリオ根絶活動に参加してもらいました。集まったペッ

トボトルキャップは 172 万個（約 3.5 トン）、約 2,000 人分のワクチンを購入する

ことができる数量が集まりました。

　②　夢ギフト講演

　「ペットボトルキャップ回収大作戦！」に協力してくれた市内小学校 52 校の児

童約二万人に対し「お礼」として、2024 年９月〜 2025 年２月にかけて 18 名の豊

橋ゆかりの小説家、漫画家、オペラ歌手、書道家、元オリンピック選手などに、

子供たちに「夢や目標を持つことの大切さ」を感じて貰おうと実技や経験に基づ

いた講演をしていただきました。
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　③　ポリオ根絶活動によるロータリークラブのＰＲ活動

１．「ポリオ根絶電車」：2025 年８月１日（発車式）より 10 月末日（予定）

２．「市役所内のデジタルサイネージ」：2024 年 11 月より 2025 年 10 月末日（予定）

３．「豊橋駅前の豊栄ビルの懸垂幕の掲揚」：2025 年７月から 10 月末日（予定）

４．「豊橋駅コンコースのデジタルサイネージ」：2025 年７月から 10 月末日（予定）

Ⅱ「寄付事業」

　①　「牛川の渡しの看板取付と案内小屋へのＡＥＤの寄贈」：2024 年８月 23 日寄贈

　②　「今回の事業よりロータリー財団への寄付」：2025 年８月 10 日創立記念例会にて贈呈予定

１．ポリオ根絶 75 周年記念切手の販売による売り上げの一部からの寄付金

２．市内 52 小学校より回収したペットボトルキャップの売却金からの寄付金

　③　「米山記念奨学会への寄付」：2025 年８月 10 日創立記念例会にて贈呈予定

Ⅲ「基金の創設」

　　「豊橋ロータリークラブ昌学会基金」の創設

　ロータリーの青少年奉仕の理念に基づき、インターアクト、ローターアクト、その他青

少年を支援するために設立した基金です。７月の豊橋商業高校インターアクトクラブから

の海外派遣研修に対して今回の 75 周年記念として２名を増員し、その費用を当基金から支

出予定。

Ⅳ「創立 75 周年記念例会・祝賀会

　　2025 年８月 10 日（日）（８月７日より例会変更）

　　場所：ホテルアークリッシュ豊橋　５階「グレイス」

【所感】
　当委員会の活動は、23-24 福井敬会長年度に始まり、24-25 紅林友昭会長年度、25-26 井川和

英会長年度にすべての事業が終了します。事業が終了次第、委員会報告（事業報告）及び会計

報告をいたします。従いまして当年度末時点での中途会計報告はいたしませんこと、ご了承く

ださい。
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10　松本南ＲＣ・豊橋ＲＣ交歓の歴史

開    催
年 月 日

豊 橋 Ｒ Ｃ 松 本 南 Ｒ Ｃ
懇  親  会 親睦ゴルフ会 そ の 他

会　　長 担 当 者 会　　長 担当委員長

87年
5月26、27日

青 木 德 生 高 沢  隆 赤 羽 正 久 坂 井 知 彦 東 急 イ ン 穂 高 カ ン ト リ ー 安曇野を観光

88年
2月25、26日

石 川 孝 司 高 沢  隆 平 林 重 吾 花 岡 和 雄 ら く 楽 東 海 カ ン ト リ ー
豊橋クラブのフォーラムに出席

一部の人は観光

89年
5月15、16日

福 井 恒 雄 高 沢  隆 古 池  汎 赤 羽 正 久 あづみ野クラブハウス あづみ野カントリー
松本南クラブの例会に出席

一部の人は観光

89年
11月9、10日

内 山  卯 高 沢  隆 小野猛之進 平 林 重 吾 伊良湖ガーデンホテル
伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

豊橋クラブの例会に出席

一部の人は観光

90年
10月27、28日

森  澄 石 川 孝 司 前 田 恒 雄 古 池  汎 穂高ビューホテル あづみ野カントリー 　

91年
11月19、20日

伊藤松太郎 石 川 孝 司 矢ヶ崎啓一郎 小野猛之進 平 野 屋 東 海 カ ン ト リ ー 　

92年
9月27、28日

石原吉三郎 石 川 孝 司 百 瀬 了 介 前 田 恒 雄 東 急 イ ン あづみ野豊科カントリー
2600地区大会に出席、

花岡和雄ガバナーになる

94年
3月3、4日

神 野 紀 郎 石 川 孝 司 高 見 二 郎 矢ヶ崎啓一郎 豊橋グランドホテル
キ ャ ッ ス ル ヒ ル
カ ン ト リ ー

　

95年
9月12、13日

三浦多久二 福 井 恒 雄 小 林  宏 百 瀬 了 介 東 急 イ ン 穂 高 カ ン ト リ ー 　

96年
3月23、24日

佐 野  清 福 井 恒 雄 中 島 清 好 高 見 二 郎
豊橋グランドホテル
伊良湖ガーデンホテル

伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

松本南ＲＣ歓迎例会

伊良湖にて地曳網とバーベキュー

96年
10月21、22日

松井英治郎 福 井 恒 雄 石 井 勇 二 小 林  宏 旅 館 す ぎ も と 松本浅間カントリー 　

97年
9月6、7日

磯 村 直 英 福 井 恒 雄 中 村 道 紀 中 島 清 好 豊橋グランドホテル
キ ャ ッ ス ル ヒ ル
カ ン ト リ ー

炎の祭典参加

98年
9月20、21日

佐 藤 脩 次 神 野 紀 郎 市 川 博 淳 石 井 勇 二 明 神 館 松 本 カ ン ト リ ー 美ヶ原、安曇野を観光

99年 松 井 章 悟 神 野 紀 郎 中 村 欽 哉 　 お　　　　休　　　　み

00年
8月10日

神 野 義 郎 神 野 紀 郎 金 井 清 志 市 川 博 淳 式典　ライフポート 祝賀会　豊橋グランドホテル

01年
4月7日

　 　 　 　 式典　松本東急イン 懇親会　松本東急イン

01年
11月10、11日

大 島 照 夫 神 野 紀 郎 鈴 木  裕 中 村 欽 哉 伊良湖ガーデンホテル
伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

伊勢神宮

おかげ横丁を観光

02年
10月12、13日

青 木 公 貞 神 野 紀 郎 的 場 文 造 金 井 清 志 ホ テ ル 翔 峰 松本浅間カントリー 上高地

04年
4月24、25日

長 屋 孝 美 神 野 紀 郎 横 沢 徳 人 花 岡 武 男 豊橋グランドホテル ナ　　シ 浜名湖花博

04年
10月30、31日

中 西 芳 夫 神 野 紀 郎 花 岡 武 男 的 場 文 造 ウ エ ス ト ン 浅 間 穂 高 カ ン ト リ ー 馬籠宿・高瀬川テプコ館

05年
9月17日

上 村 健 介 長 屋 孝 美 圡橋伊久雄 横 沢 徳 人 ロ ー タ リ ー 館 ― 愛・地球博

06年
10月14、15日

黒 谷 尚 弘 中 西 芳 夫 小笠原隆元 花 岡 武 男 ホテルブエナビスタ 松 本 カ ン ト リ ー 別所温泉

07年
11月10、11日

石 川 百 代 上 村 健 介 飯 島 和 彦 圡橋伊久雄
ホ テ ル
シーパレスリゾート

三 河 カ ン ト リ ー 三河湾クルーズ

08年
10月4、5日

花 田 邦 司
高 須 博 久

(幹事)
池 上 博 久

花 岡  徹
(幹事)

松 本 カ ン ト リ ー 松 本 カ ン ト リ ー なし

09年
10月3、4日

竹 内 清 人
柴 田 宏 巳

(幹事)
縣  正 長 圡橋伊久雄

明智ゴルフ倶楽部
ひるかわゴルフ場

明智ゴルフ倶楽部
ひるかわゴルフ場

なし

10年
10月2日

村井總一郎
佐々木利政

(幹事)
竹 内 永 浩 圡橋伊久雄 春日井カントリー 春日井カントリー

豊橋ＲＣ創立60周年

松本南ＲＣ創立50周年
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開    催
年 月 日

豊 橋 Ｒ Ｃ 松 本 南 Ｒ Ｃ
懇  親  会 親睦ゴルフ会 そ の 他

会　　長 担 当 者 会　　長 担当委員長

11年
10月2日

宮 田 正 人
髙 山 景 一

(幹事)
倉 科 晶 夫 縣  正 長

中京ゴルフ倶楽部
石 野 コ ー ス

12年
10月2日

石 黒 　 功
縣 　 政 行

(幹事)
藤 野 優 二 竹 内 永 浩 松本浅間カントリークラブ

13年
9月29日

高 須 博 久
松 坂 良 太

(幹事)
甕 　 奉 邦 長 崎 昭 夫 東建塩河カントリークラブ

14年
9月28日

冨 田 佳 央
池 田 　 至

(幹事)
小岩井　高 藤 野 優 二 豊科カントリークラブ

15年
9月13日

牧 野 　 渉
紅 林 友 昭
（幹事）

茅野芽九六 山 口 尚 徳 浜名湖カントリークラブ 9/12 炎の祭典

16年
9月24、25日

佐々木利政 山 本 光 伸 荒 井 健 治 久根下　斉 穂 高 Ｃ Ｃ

17年
9月9、10日

鈴 木 良 昌 福 井 　 敬 林 　 清 平 新 保 裕 介 藤 岡 Ｃ Ｃ

18年
9月16日

髙 山 景 一 川 村 荒 治 花 岡 　 徹 荒 井 健 治 穂 高 Ｃ Ｃ

19年 縣 　 政 行 石 川 昌 義 原 　 昌 伸 林 　 清 平 中　　　止

20年 権 田 隆 実 近 藤 　 眞 赤 羽 正 康 花 岡 　 徹 中　　　止

21年 松 坂 良 太 佐 藤 裕 彦 山 口 尚 徳 原 　 昌 伸 中　　　止

22年 池 田 　 至 三 浦 裕 司 小 林 磨 史 赤 羽 正 康
ユーグリーン中津川
ゴ ル フ 倶 楽 部

23年 福 井 　 敬 伊 藤 晴 康 野 本 喜 永 山 口 尚 徳 松 本 浅 間 Ｃ Ｃ

24年 紅 林 友 昭 青 木 良 浩 花 岡 貞 夫 小 林 磨 史
朝霧ジャンボリー
ゴ ル フ ク ラ ブ
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11　タイ国との事業・活動の歴史

年　度 期　　間 会　長 国際奉仕委員長

1998 − 99 1999.3.8 − 3.13 佐 藤 脩 次 森 田 通 夫

1999 − 00 2000.3.23 − 3.26 松 井 章 悟 石 黒　 功

2000 − 01 2001.2.8 − 2.12 神 野 義 郎 髙 須 博 久

2001 − 02 2002.2.14 − 2.18 大 島 照 夫 権 田 隆 実

2002 − 03 2003.2.6 − 2.10 青 木 公 貞 石 川 百 代

2003 − 04 2003.11.13 − 11.17 長 屋 孝 美 佐々木利政

2004 − 05 2004.11.18 − 11.22 中 西 芳 夫 高 橋 譲 二

2005 − 06 2005.11.18 − 11.22 上 村 健 介 牧 野　 渉

2006 − 07 2006.11.8 − 11.12 黒 谷 尚 弘 伊藤喜代志

2007 − 08 2007.11.15 − 11.19 石 川 百 代 福 井　 敬

2008 − 09 2008.11.13 − 11.17 花 田 邦 司 鈴 木 明 雄

2009 − 10 2009.11.19 − 11.23 竹 内 清 人 水 藤 之 資

2010 − 11

バンコク　ベンジャシリＲＣと姉妹友好クラブ調印

【調印式】 2010.11.12　　　バンコクにて

2010.11.11 − 11.15 村井總一郎 松 井 孝 悦

2011 − 12 2011.11.9 − 11.14 宮 田 正 人 岡 田 直 樹

2012 − 13 2012.11.8 − 11.12 石 黒　 功 兼 子 直 久

2013 − 14 2013.11.7 − 11.11 髙 須 博 久 佐 藤 裕 彦

2014 − 15 2014.11.6 − 11.10 冨 田 佳 央 石 川 昌 義

2015 − 16 2015.11.5 − 11.9 牧 野　 渉 中 村 典 司

2016 − 17 2016.11.10 − 11.14 佐々木利政 大塩啓太郎

2017 − 18 2017.11.9 − 11.13 鈴 木 良 昌 三 浦 裕 司

2018 − 19 2018.11.15 − 19 髙 山 景 一 浅 倉 伸 治

2019 − 20 2019.11.14 − 18 縣　 政 行 井 口 貴 嗣

2020 − 21 新型コロナウイルス流行のため渡航中止 権 田 隆 実 岩 瀬　 清

2021 − 22 新型コロナウイルス流行のため渡航中止 松 坂 良 太 小 林 大 悟

2022 − 23 2022.11.24 − 28 池 田　 至 伊 藤 健 一

2023 − 24 2023.11.16 − 20 福 井　　 敬 井 上 泰 宏

2024 − 25 2024.11.14 − 18 紅 林 友 昭 笠 原 元 樹
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12　趣味の会報告

１２－１　親睦ゴルフ会

　2024 年 7 月 1 日～ 2025 年 6 月 30 日までの活動状況は下記の通りです。

＊グランドシニア・シニアの部は３名以上出席の場合のみ２つの賞が用意してあります。

＊各部門で参加者が２名以下の場合は下部部門を吸収いたします。

○　９月 23 日 ( 月 )、松本南ＲＣとの交流ゴルフコンペが豊橋ＲＣが幹事クラブとなり静岡県富士宮市の

朝霧ジャンボリーゴルフクラブにて開催され、豊橋ＲＣから 19 名、松本南ＲＣから 13 名の合計 32 名

の参加で、天候にも恵まれ新しい出会いと親睦が深まりました。また、2600 地区松本南ロータリーク

ラブ小林磨史ガバナーエレクトよりご挨拶をいただきました。

〇　10月24日(木)髙山景一会員が委員長を務める地区ロータリー財団委員会主催のポリオ根絶チャリティ

ゴルフコンペ 2024 が三好カントリークラブにて開催され、当クラブから佐々木利政会員、岩瀬　清会員、

井上泰宏会員、野寄誠三会員の 4名が参加しました。

○　2025 年４月 14 日（月）東三河分区親睦ゴルフ大会が東海カントリークラブに於いて田原ＲＣのホスト

により、安田幸雄ガバナー補佐のもと開催されました。豊橋ＲＣからは 13 名が参加し、一般の部で野

寄誠三会員がベストグロス賞シニアの部で岩瀬清会員が第３位、佐々木利政会員が豊橋東ＲＣ賞となり

ました。12 ＲＣ対抗戦で豊橋ＲＣは準優勝でした。

○　会計報告（単位　円）

＜収 入＞ ＜支 出＞

年会費　38 名 760,000 賞品代　６回 628,000

利　息 457 懇親会補助立替 6,800

前年度繰越金 476,264 松本南 クラブ外補助 0

松本南諸費用残 25,000 総会（みなと）不足分充当 35,000

雑 費（記念品など） 0

合　計 1,261,721 合　計 669,800

本年度決算額 669,800 残　高 591,921

次年度繰越金 591,921

○　受益者負担金　2,000 円を当日会費としていただいております。

　　尚、ゴルフ会当日消費いたしますので、計上しておりません。

○　最終ゴルフ会後にみなとにて総会を行っております。

回 開 催 日 場　所
グランドシニアの部
優勝 (70 歳以上）

シニアの部
優勝　(60 歳以上）

一般の部　優勝

第１回 2024 年 9 月 23 日 ( 月 ) 祝日
（松本南ＲＣ交流ゴルフ会と併用）

朝霧ジャン
ボリー GC

優　勝　宮田正人
準優勝　冨田佳央

優　勝　岩瀬　清
準優勝　井上泰宏

優　勝　平林邦幸
準優勝　小林敏博

第２回 2024 年 10 月 14 日 ( 月 ) 祝日 東海C.C.
優勝　佐々木利政　　準優勝　岩瀬　清

（合同開催）
優　勝　野寄誠三
準優勝　金子幸義

第３回 2024 年 12 月 14 日 ( 土 ) 東海C.C.
優　勝　宮田正人
準優勝　渡部茂久

優勝　佐々木利政
準優勝　井上泰宏

優　勝　西島　豊
準優勝　村雲　晃

第４回 2025 年 4 月 14 日 ( 月 )
（東三河分区ゴルフ大会と併用）

東海C.C.
優勝　兼子直久　　準優勝　佐々木利政

（合同開催）
優　勝　野寄誠三
準優勝　桃井直人

第５回 2025 年 5 月 24 日 ( 土 ) 三河C.C.
優　勝　宮田正人
準優勝　権田隆実

優勝　佐々木利政
準優勝　兼子直久

優　勝　辰田拓也
準優勝　桃井直人

第６回 2025 年 6 月 14 日 ( 土 ) 東海C.C.
優　勝　冨田佳央
準優勝　宮田正人　

優　勝　岩瀬　清
準優勝　井上泰宏　　

優　勝　桃井直人
準優勝　西根祐一
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１２－２　豊橋ＲＣ囲碁同好会

　人数が少ないため休会中。

１２－３　テニス同好会

　本年、練習会の企画を試みましたが、場所等が決まらず活動が行えませんでした。

　若い会員を中心に、活動可能な方法を次年度は具体的に実現したいと思います。

１２－４　釣り同好会（豊橋５ロータリークラブ合同「釣り天狗クラブ」）

　釣り同好会は市内 5ロータリークラブの釣り好きが集まり活動をしています。

　年会費は無く、例会案内は毎回各クラブの事務局経由でお知らせします。

１．会員の情況

　　会員数 20 名程度（ロータリー会員・ご家族・ご友人含む）

２．例会の実施状況

　　シーズン中は月一回程度の例会を実施しています。

　　ＬＩＮＥによる釣り情報の交換をしています。

2024 年

• ７月 21 日	 第１回例会 アジ五目の後タチウオ釣り 遠州灘　新居 石川丸

•８月 18 日	 豊橋南 RC 勝木さん歓迎釣行　アジタチ 遠州灘　新居 石川丸

•９月 29 日	 第２回例会　ハゼ釣り後てんぷら懇親会 (みなと ) 田原 免々田川

•10 月 27 日	 有志 アジタチ　遠州灘　隆栄丸

•11 月 19 日	 有志 泳がせ釣り 秀進丸 荒天のため中止

•12 月８日	 第４回例会 菅島ヒラメ・青物釣り　秀進丸 荒天のため中止

•12 月 11 日	 忘年会 (みなと )

2025 年

• ２月 9日	 第５回例会　菅島ヒラメ・青物釣り　秀進丸

•３月 9日	 第６回例会　アマダイ　遠州灘　新居 隆栄丸

•４月 27 日	 第７回例会　オニカサゴ 秀進丸

•５月 24 日	 第８回例会　アジ・イサキ五目　遠州灘　新居 隆栄丸

•６月 28 日	 魚おろし料理教室　豊橋ＲＣ主催へ有志で参加 ( かつおタタキ )

１２－５　家庭菜園クラブ

例会：令和７年４月 26 日

内容：トマトや有機野菜の収穫体験

場所：公益財団法人　功農支援会

参加：27 名
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１２－６　雪だるまの会

　①「幹事会」令和６年９月 20 日

　　 開催場所：食楽佳味　前澤

　　 内　　容：幹事打ち合わせ

　②「雪だるまの会」令和７年１月 25 ～ 26 日

　　 開催場所：タカス・ダイナスキー場、鷲ヶ岳・ホワイトピアたかすスキー場

　　 内　　容：スキーツアー

　　 参加人数：豊橋ＲＣ会員、家族

　　 宿 泊 地：飛騨高山

　③「ユナイテッドスノーツアー」令和７年２月 15 ～ 16 日

　　 開催場所：栂池スキー場　他

　　 内　　容：スキーツアー

　　 参加人数　豊橋ＲＣ・田原ＲＣ・豊川ＲＣ・豊橋東ＲＣ・豊橋南ＲＣ・ＧＲＣ会員・

　　　　　　　 ご家族　　18 名

　　 宿 泊 地：信州安曇野穂高温泉郷

　④「雪だるまの会」　令和７年３月 22 ～ 23 日

　　　開催場所：ブランシュたかやまスキー場・マウント乗鞍スキー場

　　　内　　容：スキーツアー

　　　参加人数：豊橋ＲＣ会員・ご家族

　　　宿 泊 地：美ケ原温泉 旅館すぎもと

１２－７　魚おろし教室

　夏は鰹の土佐造り。冬は鰆の西京漬けを作り、美味しくいただきました。




